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○出席議員（１６名） 

   １番  柏  倉  信  一  議員     ２番  佐  藤  政  人  議員 

   ３番  野  口  康 一 郎  議員     ４番  児  玉     崇  議員 

   ５番  月  光  裕  晶  議員     ６番  安 孫 子  義  徳  議員 

   ７番  太  田  陽  子  議員     ８番  佐  藤  耕  治  議員 

   ９番  後  藤  健 一 郎  議員    １０番  渡  邉  賢  一  議員 

  １１番  伊  藤  正  彦  議員    １２番  古  沢  清  志  議員 

  １３番  太  田  芳  彦  議員    １４番  沖  津  一  博  議員 

  １５番  荒  木  春  吉  議員    １６番  阿  部     清  議員 

○欠席議員（なし） 

○遅刻議員（なし） 

○早退議員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

齋 藤 真 朗  市 長  佐 藤 志津男  教 育 長 

髙 橋 達 也  
選挙管理委員会 
委 員 長  猪 倉 秀 行  

総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

石 橋 慶 幸  みらい協働課長  小 林 博 之  財 政 課 長 

菊 地 正 博  
防災危機管理 
課 長  武 田 新 二  建設管理課長 

渡 邉 健 一  
農林課長（併） 
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

 黒 田 美 紀  健康増進課長 

今 野 育 男  学校教育課長  安 彦 絵 美  生涯学習課長 

笹 原 泰 治  
スポーツ振興 
課 長     

○事務局職員出席者 

東海林 茂 美  事 務 局 長  伊 藤 正 弘  局 長 補 佐 

堀   和 敏  総 務 係 主 任  熊 谷 拓 哉  総 務 係 主 事 

 



 - 86 - 

   議事日程第３号      第１回定例会 

   令和７年３月７日（金）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第３号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第３号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○柏倉信一議長 日程第１、引き続き一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。 

 

 一般質問通告書   

 令和７年３月７日（金）                        （第１回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１３ 

 

 

 

 

 

 

１４ 

 

公園及び街路樹に

ついて 

 

 

 

 

 

本市の不登校児童

生徒の現状と支援

について 

（１）街区公園の設置状況について 

（２）公園施設の維持管理について 

（３）本市の街路樹の定期的な点検、剪

定、清掃はどのように実施している

のか 

（４）植樹桝の維持管理について 

（５）災害時の利活用について 

（１）不登校児童生徒の現状について 

（２）不登校の要因について、どのよう

に考えているのか 

（３）学校以外の学習活動で指導要録

上、出席扱いとなるのはどのような

場合か 

１２番 

古 沢 清 志 

市 長 

 

 

 

 

 

 

教 育 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

（４）本市のＩＣＴを活用した学習の状

況について 

（５）本市の不登校児童生徒に対する行

政としての支援について 

１５ 

 

 

 

１６ 

 

新たなスポーツ振

興について 

 

 

未来の農業のすが

たについて 

（１）仮称「アーバンスポーツさがえ」

について 

（２）市民体育館合宿所の利活用につい

て 

（１）地域計画の課題と施策について 

（２）農地の利活用の方向性ついて 

８番 

佐 藤 耕 治 

教 育 長 

 

 

 

市 長 

１７ 

 

 

 

 

 

 

 

１８ 

いのちと健康を守

る西村山地域の医

療提供体制拡充に

向けた「県立河北

病院と市立病院の

統合再編・新病院

整備の基本構想

（案）」について 

「全国に誇る教育

都市さがえ」実現

に向けた学校施設

整 備 計 画 改 定

（案）及び新中学

校施設整備基本構

想（案）について 

（１）市民説明会の参加状況と質疑・意

見について 

（２）パブリックコメント（意見公募）

の結果について 

（３）「分娩機能」と「小児救急」の充

実について 

（４）慢性期診療機能の充実について 

（５）病院建設用地選定について 

（１）学校施設整備計画改定（案）につ

いて 

（２）新中学校施設整備基本構想（案）

について 

（３）県立寒河江高校及び寒河江工業高

校との中高連携について 

（４）学校に行くのが困難な子どもたち

の多様な選択が可能となる教育環境

整備について 

１０番 

渡 邉 賢 一 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教 育 長 

１９ 

 

２０ 

減災対策について 

 

中学校跡地の利活

用について 

 全国の災害による被害状況を鑑み、被

害を最小限に減らすまちづくりについて 

（１）中学校跡地の利活用について 

（２）県立河北病院と市立病院の統合再

編による新病院の用地選定の方向性

について 

１６番 

阿 部   清 

市 長 

 

市 長 

２１ 

 

２２ 

選挙実務のデジタ

ル化 

市立図書館の充実

 投票率向上を目指す電子投票への基本

的考え方 

（１）今年度の利用現況 

１５番 

荒 木 春 吉 

選挙管理委員長 

 

教 育 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

化 （２）今年度の整備現況 

（３）指定管理者制度初導入の成果 

 ※表内の文字表記は実際の通告書に基づき掲載しております。 

 

 

古沢清志議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号13番、14番について、

12番古沢清志議員。 

○古沢清志議員 おはようございます。公明党の

古沢清志です。よろしくお願いいたします。 

  初めに、齋藤新市長、御就任おめでとうござ

います。選挙戦を通しまして、寒河江市の目指

す方向性、そして行政経験の豊かさが有権者の

方々に響いたのではないかと思っております。 

  また、これから先、公共施設の老朽化、建て

替えが次々と順番を待っています。新しい寒河

江をつくる意味でも新市長の手腕に期待すると

ころであります。 

  また、埼玉県八潮市で起こりました道路陥没

事故にありましても、インフラに関しても心配

しているところであります。本市の下水道に関

しても、地盤のいいところだけ通しているとは

限りません。陥没などのない道路整備もしてい

ただきたいと思います。 

  それでは、通告に従い一般質問させていただ

きます。 

  通告番号13番、公園及び街路樹についてお伺

いいたします。 

  公園は、市街化の連担の防止や都市形態の規

制を誘導する都市景観規制効果、ヒートアイラ

ンド現象の緩和などの気温調節や大気汚染防止

などの環境衛生効果、災害時の避難地、延焼防

止などの防災効果、緑による心理的安定、美し

く良好な都市景観形成などの心理的な効果など

様々な存在効果があります。また、利用する住

民にとっては休養・休息の場、子供の健全な育

成の場、スポーツ、健康、運動の場、余暇活動

の場、地域のコミュニティー活動の場などの利

用価値があります。公園は、近隣の住民が利用

する身近なものから広域的な利用に供するもの

まで様々な規模、種類があり、その機能、目的、

利用対象者によって区分されます。 

  本市では、近隣に居住する者の利用に供する

目的の都市公園、街区公園、緑地などに区分さ

れているようです。街区公園の設置基準による

と、専ら街区に居住する者の利用に供すること

を目的とする公園で、誘致距離250メーターの

範囲内で１か所当たり面積0.25ヘクタールを標

準として配置するとあります。 

  そこで、市民の最も身近にあり、徒歩で利用

できる街区公園について、その設置状況につい

てお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 おはようございます。 

  街区公園の設置状況について御質問をいただ

きましたので、お答えいたします。 

  寒河江市が管理する公園は、市の都市計画で

位置づけられる都市公園と、民間事業者などが

住宅開発を行う際に義務づけされている開発公

園、そして、それ以外の市所有の土地に造られ

たその他の公園に大別されます。都市公園につ

きましては、総合公園、街区公園、広場公園、

近隣公園、都市緑地などに区分されております。

公園の数になりますが、総合公園は寒河江公園

の１か所、広場公園はほなみ団地第１号公園な

ど11か所、近隣公園は西根公園など４か所、都

市緑地はグリバーさがえのある最上川寒河江緑

地など８か所で、御質問の街区公園につきまし

ては八幡原第１号公園などの23か所であり、都
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市公園としては合計47か所となっております。

街区公園は、主に近隣にお住まいの方が利用す

る公園になりますので、高齢の方や子育て世代

など様々な方が気軽に利用できる場所として整

備しておるところでございます。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 次に、市民が安全・安心に利用

するためには、日常の点検管理は欠かせません。

そこで、公園施設の維持管理、遊具の点検や修

理についてはどのようにされているのか、お伺

いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 公園施設の維持管理、修繕とい

うことでございますが、施設ごとに管理方針や

長寿命化対策及び更新の予定時期、内容などを

選定するために、令和２年度に都市公園長寿命

化計画を策定しており、公園内の施設や遊具の

調査を行いまして、健全度や緊急度の判定を行

った都市公園長寿命化計画書を作成しておりま

す。この長寿命化計画書を基に、令和４年度よ

り社会資本整備総合交付金を活用いたしまして

都市公園の施設更新、修繕工事を実施しており

ます。 

  また、公園の遊具につきましては、毎年点検

することが義務づけられていることから、専門

業者へ委託して点検を実施しております。点検

結果とさきの長寿命化計画を基に、遊具の更新

・修繕の判断材料として活用しているところで

す。 

  その他の軽微な管理につきましては、それぞ

れの公園が所在する町会などにより、除草やご

み拾いなどの日常的な公園維持管理について御

協力をいただいている状況であります。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 本市においては、遊具の点検や

修理は適切に行われていると思います。近所の

公園もきちっと整備されて、遊具も買換えをさ

れていると思います。今後も怠りなく管理・点

検を行っていただきますようよろしくお願いい

たします。 

  次に、街路樹についてお伺いいたします。 

  街路樹は、交通安全、景観、環境及び防災の

観点で重要な役割を担っていると思います。町

並みに統一感を与え、沿道景観に彩り、季節感、

潤いをもたらすことができます。また、緑が陰

を形成し、夏の日差しを和らげ、周囲の気温上

昇を抑えることでヒートアイランド現象の緩和、

ＣＯ２を吸収することで地球温暖化防止に役立

ちます。さらには歩行者の安全を守ったり、並

木効果による運転者の視線誘導、ヘッドライト

の影響を和らげたり、交通安全性の向上に役立

ちます。本市の街路樹は落葉樹が多く、春の芽

吹きから花が咲き乱れ、夏の陰影、秋の紅葉、

冬の落葉と季節感があり、一年を通して道行く

人を楽しませてくれます。 

  そこで、本市の街路樹が植栽されている路線

の現状についてお伺いいたします。 

  また、街路樹を植えることによって、景観を

よくするつもりがかえって悪化してしまったり、

都市機能や生活環境に支障を来す様々な弊害が

発生したりします。 

  そこで、本市の街路樹の定期的な点検、剪定、

清掃などの維持管理はどのように実施されてい

るのか、お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 本市の街路樹の定期的な点検、

剪定、清掃ということでございますが、街路樹

につきましては令和５年度に調査を行っており

まして、街路樹のある市道路線は47路線であり

まして、街路樹の本数といたしましては約

3,000本となっております。毎年、維持管理業

務を専門業者に委託しまして、おおむね２年間

のローテーションを組んで、予算の範囲内で剪

定や病害虫防止などを行っておるところであり

ます。また、剪定や清掃の作業を行う路線につ

きましては、定期的なパトロール巡視の結果に
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より判断しておりますが、町会などからの要望

でありますとか市民からの通報を受けまして、

現地確認により緊急的に対応をしているところ

でございます。 

  しかしながら、街路樹の大木化でありますと

か老木化に伴う倒木のおそれでありますとか、

根上がりによる歩道の損傷、破損のほか通行の

妨げ、交差点やカーブ箇所の見通しの悪さなど、

道路利用環境の悪化が課題になっている路線も

ございます。今後、環境保全や景観などにも配

慮し、また、将来の維持管理コスト面と伐採や

間引きなども考慮した上で、都市マスタープラ

ン等の上位計画との整合も図りながら街路樹の

維持管理計画を作成してまいりたいと考えてお

ります。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 私がなぜこの質問をするかとい

いますと、市民の方から、街路樹の葉っぱが秋

になると落葉してきますけれども、この葉っぱ

は一体誰のものだと、うちにどんどん入ってき

て苦労しているんだと、これは市のものじゃな

いんですかというふうに言ってくるわけです。

確かに市道に生えているわけですから市のもの

ですと言うと、市で何とかさんなねなんねがと

いうふうに怒って私のところに来ます。また、

歩道にも根上がりしたようなところもあって、

そこでつまずいて骨折したりしている人もいる

わけなんです。だから根上がりしたようなとこ

ろは、非常に難しいと思いますけれども、維持

管理をきちっとやっていただいて、落ち葉を奥

さんたちが主に始末しているような状況で、本

当にかんかんになって私のところに来たりもし

ておりますので、どうか落ち葉もスムーズな処

理の仕方などをしていただきたいと思います。 

  確かに街路樹は、最近きちっと剪定されてお

りまして非常に見た目もいいし、通学路にある

街路樹も雪がたまって非常に危険だということ

もありましたので、私は、今回、街路樹の問題

をさせていただきました。 

  私も市民より、街路樹の枝が伸び過ぎて自宅

敷地から車道に出るときに見通しが悪く、大変

危険だと相談を受けたときや、街路樹に雪が積

もり、通学時に非常に危険であるなどが寄せら

れ、担当課に連絡したところ、すぐ対応してい

ただき、剪定して見通しがよくなり、安全の確

保ができて喜んでいるところであります。感謝

申し上げます。街路樹が除去されたことにより

明るく見通しもよくなり、通行しやすくなりま

した。歩道も広く感じ、通行上、良好になった

と思います。最近、街路樹はよく手入れされて

いると感じます。伸び過ぎた頭髪をカットした

ような爽快感があります。最近は管理が行き届

いており、また街路樹同様、植樹ますの管理も

重要です。植樹ますの維持管理の状況について

お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 植樹ますの維持管理につきまし

ては、建設専門員が日常的なパトロール巡視の

中で、雑草が繁茂している箇所や落ち葉の処理

などについて作業を実施しております。しかし

ながら、前述のとおり街路樹が約3,000本ござ

いますので、植樹ますについても約3,000か所

ということになります。作業の行き届かない箇

所も出てきておりまして、近隣の町会や住民の

皆様の御協力により維持している路線もござい

ます。近頃は、高齢化でありますとか住民の減

少などで対応が難しくなっているということも

あるようですので、こうしたことも踏まえまし

て、街路樹の維持管理業務の中で植樹ますの維

持管理を行うことについても検討が必要である

と考えております。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 街区公園を回ってみますと、ト

イレの設置されている公園と未設置の公園があ

ります。また、設備が古い施設も見受けられま

す。街区公園のトイレですが、全公園にトイレ
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を設置してほしいところではありますけれども、

維持管理されている地元自治会の事情もあるこ

とですので、今後、新設、整備、設備の更新の

際は、十分協議をしていただいて整備を進めて

いただきますようお願いいたします。 

  街区公園には、ベンチなどの休養施設はある

ものの、夏の日差しを遮り、熱中症予防にあず

まややパーゴラなどの必要不可欠な施設である

と思います。災害時には、街区公園はどのよう

に使われるのか、その利活用についてお伺いい

たします。 

  指定緊急避難場所としての公園ですが、災害

が長期化することも予想されます。指定避難所

同様、災害時に役立って施設としての機能を果

たせるよう環境の整備をぜひ御検討いただきま

すようお願いいたします。 

  主に街区公園について質問をしてまいりまし

たが、そのほかに広場的な公園も存在します。

本市では活発な宅地開発が実施されており、そ

の中に公園が設置されております。街区公園や

開発行為で設置された公園は、市民の身近な公

園として、遊び、散歩、運動などの多様な利用

があります。また、災害時の避難場所や降雪時

の雪置場としての利用なども考えられます。今

後とも利用者の安全・安心を確保していただき

ますようよろしくお願いいたします。 

○柏倉信一議長 古沢議員に申し上げます。古沢

議員、（５）の災害時の利活用については、質

問しなくてよろしいんですか。 

○古沢清志議員 すみません。利活用についてお

願いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 では、災害時における街区公園

の利活用についてお答えさせていただきます。 

  災害時に市民の方々が一時的に緊急避難する

指定緊急避難場所というものがございますが、

これは市内49か所を指定してあり、そのうち21

か所が街区公園などの公園になっております。

そのほかに各小中学校のグラウンドや各地区公

民館等の広場なども同様に指定しているところ

であります。災害で被災された方が身を寄せる

指定避難場所、これらは体育館や公民館などで

ございますが、これに対し指定緊急避難場所は、

地震や火災により避難してきた方が、危険が去

るまで、または指定避難所へ移動するまでの間、

一時的に滞在する場所ということになります。

公園につきましては、応急仮設住宅が建設され

る場合などを除きましては、長期にわたる避難

生活は想定されてはおりませんので、公園の利

活用という面につきましては、あくまでも一時

的なものと考えております。 

  しかしながら、近年の大規模災害などの状況

を見ますと、災害時には車中泊をされる方など

もいらっしゃいますので、避難者の方々が安心

して避難できるよう、水源の確保でありますと

かトイレ環境の改善、電源の確保など、公園に

ついても避難を想定した環境の整備といったも

のが大変重要になってきていると認識しており

ますので、今後どのような取組が必要か、十分

想定を加えながら検討してまいりたいと考えて

おります。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 確かに街区公園も避難所として

は使うわけでありますので、何かあった場合に

準備をしておくというのが大切になるのではな

いかと感じております。 

  続きまして、通告番号14番の本市の不登校児

童生徒の現状と支援についてお伺いいたします。 

  昨年、太田陽子議員や野口議員が、１年生を

挙げて不登校に際し質問されておりましたが、

内容がかぶらないよう質問してまいりますので、

よろしくお願いいたします。 

  文部科学省の調査によると、病気や経済的理

由を除き、心理・社会的な要因などで小中学校

に年30日以上登校しない不登校児童生徒は34万

人余りに上り、11年連続して増加し、過去最多
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となったことが分かりました。学校内外で相談、

指導等を受けずに長期化している児童生徒も多

く、どこの支援にもつながれず孤立状態に陥っ

ている現状もあります。誰にも相談できずに孤

立してしまったり、保護者の不安解消、相談支

援の強化も喫緊の課題です。不登校支援は、一

人一人に光を当て、しっかりと向き合っていか

なければならないと考えています。 

  そこでお伺いいたしますが、本市において、

不登校の児童生徒の現状をお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 おはようございます。 

  今、古沢議員からありましたように、全国的

に急増している不登校児童生徒数ですが、寒河

江市においてもその数は増加傾向にあります。

昨年度の小学校の1,000人当たりの不登校児童

数については、全国よりは少ないものの県の人

数を上回っております。また、中学校の1,000

人当たりの不登校生徒数は、昨年度は全国や県

を上回る状態となっております。寒河江市にお

ける今年度12月時点での不登校児童生徒数は、

小学生が31人、中学生が73人で、小学生は前年

の同時期を７人上回っておりまして、中学生に

ついては、前年同時期よりも２名減少している

という状況であります。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 市内の小学校、中学校は、生徒

数の多い学校、また少ない学校など、大規模校

の場合は、先生も含めて生徒数も多いというこ

とで非常に複雑な人間関係になり、小規模校の

方は、逆に人数も少ない分、人間関係もシンプ

ルなのではないかと思っているところです。そ

ういったところが不登校児童生徒の出現に影響

を与えるなど、考えてしまうところがあります。

大小規模の違いであったり環境の違いなど様々

な特徴があると思いますが、不登校になる要因

についてどのように考えておられるのか、お伺

いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 不登校の児童生徒それぞれ

が抱える課題も多様化・複雑化している状況だ

と思います。様々な要因が絡み合って学校に登

校しづらい状況になっていると考えられます。 

  文部科学省の調査報告によれば、児童生徒の

不登校の要因で最も大きな割合を占めるものは、

無気力、不安だとされています。つまり心のエ

ネルギーが枯渇している状態と考えられます。

学校に行かないという選択をした児童生徒の中

には、自分でも理由がよく分からないというお

子さんもいらっしゃいます。いじめや人間関係

のトラブル、先生との関係、進路に対する不安、

授業についていけない、授業の内容が理解でき

ないといったことや、授業などでグループ活動

でほかの人と意見交換をするような授業形態が

苦手だという生徒もいらっしゃって、このよう

な学校生活に起因する要因もあります。また、

家庭環境が落ち着かず、母子分離ができないな

どの家庭生活に関わる要因もあると思います。

ほかにも、起立性調節障がいなど朝に起きられ

ないといった症状があったり、大きな音や人が

たくさんいるところが苦手だという感覚過敏の

児童生徒もいます。 

  学校規模による不登校児童生徒数に関しては、

大規模になれば人数は増える傾向にありますが、

過去５年間の学校ごとの出現率で見れば、必ず

しも規模が大きくなれば高くなるということで

はないようです。 

  いずれにしましても、不登校の児童生徒一人

一人が抱えている課題はそれぞれ異なり、その

対応もケース・バイ・ケースで行わなければな

りません。大切なのは、その児童生徒が学校生

活においてどんなつらさを感じているのかとい

ったことを酌み取って、学校や家庭、関係機関

が連携して、その困り感に寄り添いながら支援

していくことと考えております。今後とも、よ

り一層、学校や関係機関と連携しながら対策を
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進めていきたいと考えているところです。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 私の知っているところでは、１

人が不登校になってしまうと、近所でもまた行

かなくなる子供がいて連鎖的だという状態もあ

りますので、だから１人が出てくると非常に心

配になってくるところがありますので、その辺

もよく面倒を見ていただいて、不登校にならな

いようお願いしたいと思います。 

  学校以外での学習活動で寒陵スクールに通学

する児童生徒は出席扱いになるようであります

が、その他、学校長が指定しているものもある

とお聞きしておりますが、指導要録上、出席扱

いとなるのはどのような場合であるか、お伺い

いたします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 要録上、出席扱いになる場

合についてですけれども、不登校児童生徒の中

には、民間施設等において相談や指導を受けた

り、自宅でＩＣＴ等を活用して学習したりして

いる児童生徒がいます。このような児童生徒の

努力に対して文部科学省は、一定の要件を満た

す場合に、校長は指導要録上の出席扱いにする

こととしています。これを受けて寒河江市教育

委員会では、昨年４月に、不登校児童生徒の指

導要録上の出席扱いに係るガイドラインを策定

いたしました。このガイドラインに基づき、寒

陵スクールに通う児童生徒については、指導要

録上の出席扱いとしております。 

  また、フリースクールなど民間施設等に通う

児童生徒については、保護者と学校の間に十分

な連携協力関係が保たれていることや、学校と

民間施設等との間で定期的に情報交換や状況の

確認が行われるなど連携協力関係が保たれてい

るということを要件として、校長が民間施設等

における学習の計画や内容を適切と判断した場

合には、指導要録上、出席扱いとすることにし

ております。 

  さらに、自宅においてＩＣＴ等を活用した学

習を行っている児童生徒について、不登校が必

要な程度を超えて長期にわたることを助長しな

いように留意した上でですが、学校の教員や教

育相談員、スクールソーシャルワーカー、ス

クールカウンセラーなどの訪問による対面指導

が定期的に行われていることなどを要件に、校

長がＩＣＴ等を活用した学習の計画や指導が適

切と判断した場合、指導要録上、出席扱いとす

ることにしております。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 よく分かりました。ありがとう

ございます。 

  2019年に文部科学省によって発足されたＧＩ

ＧＡスクール構想により、小中高等学校での児

童生徒１人１台の端末利用やネットワーク環境

が整備され、デジタル教材の活用やオンライン

授業が推進されています。最近は、ＩＴの目ま

ぐるしい発達で自分の欲しい情報が瞬時に入っ

てきます。不登校の児童生徒の活用も含め、本

市のＩＣＴを活用した学習の状況についてお伺

いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 不登校の児童生徒に対する

ＩＣＴを活用した授業については、不登校の児

童生徒が家庭もしくは教室以外の別室などでも

タブレットを活用して授業が受けられるように、

授業を配信する取組を行っている学校も増えて

います。その中には、授業の様子を一方的に配

信するのではなくて、教室の児童生徒と家庭や

別室の児童生徒がタブレットの画面越しにお互

いに双方向でやり取りできるようにするなど、

指導形態を工夫しながら授業を行っている学校

もあります。 

  また、令和７年度は、教育支援センターとし

ての寒陵スクールの機能を強化しまして、なか

なか外に出られず自宅で過ごしている児童生徒

と寒陵スクールをオンラインでつなぐことを計
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画しております。ＩＣＴを活用して教育相談員

と会話をしたり学習したりしながら不登校の児

童生徒の心のエネルギーがたまっていくのを見

守って、社会的な自立を促していけるように環

境を整えていきたいと思っているところです。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 ありがとうございます。ＩＣＴ

だけを使って教育というのはあり得ないんでし

ょうけれども、学校というのは、友達づくりや

いろんな遊び方とか様々なものを学校で学ぶ機

会があると思いますので、親御さんにとりまし

ても非常に心配であると思いますけれども、ぜ

ひその辺、プロの教師たちにはよろしくお願い

したいと思います。 

  本市の不登校児童生徒に対する行政としての

支援についてお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 今年度、不登校対策として、

市内３つの中学校に別室担当の教育相談員を配

置しました。このことにより、これまで教室に

入りづらいと感じていた生徒にとって学校内に

安心できる居場所が確保されたとともに、教育

相談員との信頼関係が構築され、生徒の困り感

に寄り添うことができるようになりました。こ

うしたことで、教室で授業を受けることができ

るようになった生徒もいます。これに加え、令

和７年度は、これまで午前中のみであった寒陵

スクールの開所時間を午後３時まで延長し、不

登校の児童生徒が通いやすい環境を整えていき

たいと考えています。また、教育と福祉の両面

に関する専門的な知識とスキルを持つスクール

ソーシャルワーカーを配置しまして、不登校な

どの課題を抱える児童生徒やその保護者をサ

ポートしていきたいと考えております。 

  不登校を未然に防止するためには、児童生徒

の自己肯定感を高めていくことが重要です。そ

のためには、例えば各学校で行われている特別

活動で、児童生徒自らが設定した目標に向かっ

て互いに切磋琢磨することによって、自己実現

の達成感や満足感を得られる経験を積むことが

大切だと考えています。 

  また、コロナ禍においては制限されていた人

と人との交流も、児童生徒の自己肯定感を育む

ためには必要なことです。友達や教職員、地域

の方々など自分自身を取り巻く周りの人々と対

話をしたり、協働して学び合ったり、認め、励

まし合ったりする中で、自尊感情や自己有用感

が高まっていくものと思われます。 

  各学校においては、教育課程におけるこの特

別活動について見直して、学校行事や学年行事

などの体験活動に積極的に取り組んで計画的に

実践していくことを、校長会や教務主任会を通

して指導しているところです。さらには、各学

校における日常の授業づくりも大変重要です。

学習面でのつまずきは、不登校の要因になるこ

とがあります。全ての児童生徒にとって、分か

る、楽しいと感じられる授業となるよう、授業

改善の工夫について、校長会や市教育委員会に

よる学校訪問、指導主事による授業研究会等へ

の要請訪問で支援をしていきたいと思っており

ます。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 人生のあらゆる局面で一人一人

の可能性を育み、チャレンジを支えていくこと

が大事であり、現在の不登校支援をもっとバー

ジョンアップする必要があると思います。不登

校支援の全体の底上げを要望し、一般質問を終

了いたします。ありがとうございました。 

 

佐藤耕治議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号15番、16番について、

８番佐藤耕治議員。 

○佐藤耕治議員 寒政クラブの佐藤耕治です。 

  今年の冬は、昨年の少雪から一転して大雪と

なり、豪雪対策連絡本部を設置することになり、
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今後の雪解けにより農業被害状況が現れてきま

すので、一日も早い農道の除雪をお願い申し上

げます。 

  齋藤新市長におかれましては、昨年12月、市

長選挙におきまして御当選、誠におめでとうご

ざいます。１月からの日々の多忙な職務に際し

て、健康に留意されますよう御祈念申し上げま

す。市政運営につきましては、県・国のパイプ

をつなぎ、寒河江市発展のため、スピード感を

持ってよろしくお願いいたします。 

  早速、一般質問をさせていただきます。 

  通告番号15番、新たなスポーツ振興について。 

  （１）仮称「アーバンスポーツさがえ」につ

いてお伺いいたします。 

  寒河江市に、平成18年６月に、高瀬山にある

スケートパーク、スケートボードやＢＭＸなど

を楽しむことができる施設としてオープンし、

さらに、令和４年11月にリニューアルしており

ます。また、令和３年に閉校した旧幸生小学校

の有効活用を図るため、体育館屋内スケート

ボード練習施設が開設されております。さらに、

昨年オープンしました国内最大級のクライミン

グジムがあります。昨年、早々と12月７日には

大会が開催され、大盛況とお聞きしております。

議会としてもクライミングジムを見学し、説明

をしていただきました。利用については会員登

録制で、県内外から多くの方々が会員登録され

ているとのことです。 

  本市においても、年間を通して利活用できる

アーバンスポーツ環境が整った状況下にありま

す。本市の明るい展望を開かれ、今後、大いに

期待しているところであります。今後、寒河江

市の魅力発信と交流人口や経済効果に大きく展

開できると私は考えます。「アーバンスポーツ

さがえ」について、教育長の御所見をお伺いい

たします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 アーバンスポーツなど新た

なスポーツの振興についてですが、近年のス

ポーツの状況は、オリンピックやワールドカッ

プなどの大規模大会がきっかけとなって、新し

い競技やスポーツに対する新たな価値観が生み

出されています。一方で、コロナ禍が、地域住

民の健康づくりやコミュニティーの活性化を目

的とするスポーツ分野はもとより、競技スポー

ツに至るまで広範囲にわたり甚大な影響を及ぼ

しました。 

  このような中で、オリンピック種目として再

び注目されたスケートボードなどを含め、広い

スタジアムやアリーナのような大型の施設を必

要としない都市型のスポーツで、特に若い世代

が求める新たな分野がアーバンスポーツと呼ば

れるスポーツと認識しております。 

  佐藤議員のおっしゃるとおり、本市には、山

形県が管理する寒河江スケートパークや、民間

の事業者が整備したクライミングやボルダリン

グの施設がございます。いずれも国内有数とも

言えるすばらしい施設だと思います。このよう

な施設や環境を生かし、本市の新たなスポーツ

振興策として様々な分野で連携協力していくこ

とは、施策展開の重要な手段であり、またとな

い機会であろうと認識しております。地域活性

化や交流人口の拡大を目指す寒河江市全体のま

ちづくりの方向性に、教育委員会としても足並

みをそろえまして、スポーツの多様性に対応し

ながら様々な取組を進めていきたいと考えてお

ります。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 ただいま教育長から御答弁をい

ただきました。本当にアーバンスポーツそのも

のが、広い敷地、建物がなくてもできるという

ことで、特に交流人口というよりも若い方々が

そこに集まってくる。人口減少の中で若い方々

が移住・定住を図る中でも、若い人のスポーツ

熱というものは、寒河江市以上に国内・国際が

すごく盛んになっているということが、ちょう
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ど昨年、私もクライミングジムに五、六回ほど

足を運んでいますけれども、様々な指導者の方

の説明もそうですけれども、実際に使用してい

る方々から、体験した方から話を聞くと、まず

年齢層が若い、なおかつ仕事が終わった後に、

うちに帰る前に立ち寄る方もいらっしゃるそう

で、大変体もリフレッシュをして一日を過ごさ

れている方もいらっしゃるということで、近隣

の方はそのような形が取られていると。ただ、

会員の方々の多くは、県外の方が多いというこ

とでありますので、本当に交通網というものは

すごく大切だと思っているところでございます。

これからアーバンスポーツに対して推奨、そし

て将来は条例までこぎ着ければよいかと思いま

すので、ぜひ今後ともよろしくお願いいたしま

す。 

  続きまして、（２）市民体育館合宿所の利活

用についてお伺いしたいと思います。 

  本市において、年間、多くのスポーツ大会や

練習試合等が繰り広げられております。参加者

も県内外からお越しかと思いますが、市民体育

館合宿所の利用状況をお尋ねいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 市民体育館の合宿所につき

ましては、県内外のスポーツチームや団体を中

心にスポーツ少年団や中学・高校の部活動、大

学生や社会人に至るまで幅広く利用されていま

す。特に春休みや夏休みなどの長期休みの期間

の需要が高く、大会前の強化合宿や遠征などの

利用が多い状況です。近年の利用者数につきま

しては、平成30年度の利用者の延べ人数は

1,800名を超えていましたが、新型コロナ感染

症の流行の影響を受けまして利用者が減少しま

した。昨年度は利用者の延べ人数が約800名で

したので、利用者数は戻ってきつつありますが、

コロナ禍前の半分程度という状況になっており

ます。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 私も合宿所は２度ほど宿泊をさ

せてもらった経過がございます。もうかれこれ

数十年になりますけれども、その中でも今の築

から見れば大変新しい、今は大分古くもなって

きました。様々働いている方々、そして利用さ

れる方々からすれば、体育館から大変近くて便

利のいいところだと思っているところでござい

ます。 

  その中で、この合宿所につきまして、様々な

傾向の中でも、35市町村の中でも合宿所がある

ところとないところ、そして大学関係でもある

ところないところが様々あって、私立大学関係

では、合宿所関係は持ち合わせているところが

ほとんどだと聞いておりますけれども、これか

らのスポーツというものを、春休みの合宿所だ

けでなくて、夏休み、冬休み等、利用できるよ

うなこれからの施策、ＰＲ等も必要ではないか

と私は感じております。 

  そんな中で寒河江市は、スポーツはもとより、

年間を通して芸術文化等のイベントがなされて

おります。市民体育館の利用者については、子

供たちの教育環境を考慮して飲酒禁止を定めて

いるとのことです。クライミング大会や練習等

に参加した方々は、市民体育館合宿所を利用し

たいが断念し、多くは山形市内のビジネスホテ

ルチェーン店を利用したとのことです。また、

市内の学びの里ＴＡＳＳＨＯを利用されている

方もいるそうです。 

  今後のクライミング大会は、国内はもとより

国際大会までの可能性を秘めており、市民体育

館合宿所の利活用には、既存の合宿所施設とと

もに新たな合宿所整備をしていくことがスポー

ツ振興に大きくつながると私は考えますが、御

所見をお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 市民体育館合宿所は、体育

施設を利用する方の利便に供する社会体育施設

でありますので、スポーツマンらしく規律ある
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合宿を行っていただくための様々なルールが決

められています。例えば食事や入浴時間、外出

先からの門限などもございます。それは、衛生

上や防犯上などの観点を含めたものであります。

また、多くの子供たちが利用する教育施設であ

りますので、トラブル防止等のために飲酒や喫

煙は御遠慮いただいて運営しております。ただ

し、利用者が参加する大会の日程やトレーニン

グの時間などに合わせて入退所や食事の時間等

については相談させていただき、ある程度、柔

軟に対応しているというところであります。 

  新たな合宿所整備についてのお話がありまし

たが、現在の合宿所が利用者にとってより利便

性の高いものになるような運営について検討を

深めていきたいと考えておりますので、御理解

いただければと思います。 

  スポーツ大会などに伴う県内外からの寒河江

市への人の動きは、本市の様々な魅力を発信す

る絶好の機会と捉えておりまして、寒河江市の

魅力やおいしいものに触れていただくことによ

るまちの活性化なども、本市が目指すまちづく

りの方向性と認識しております。教育委員会と

しましては、総合的なまちづくりや観光部門と

一緒に市内の宿泊施設などとも連携しながらス

ポーツ大会、合宿等の誘致補助事業や関連情報

の整備などを行いまして、スポーツ振興を通し

て本市の魅力発信や周遊性を高めるための支援

等を行うことが重要であると考えております。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 合宿所の新しいものというのは、

場所、そしてお金が必要であります。しかしな

がら、公共施設関係、特に中学校、小学校の統

合関係で学校の在り方、そして廃校されたもの

の利活用についてもこれから様々な課と連携を

しながら進めていっていただきまして、その中

でスポーツ振興における利活用を連携していた

だければ、新たな合宿所という提案もできてく

るのかと思いますので、ぜひ各課との連携を深

めながら今後取り組んでいただきたいと思いま

す。 

  また、昨年度、クライミングジムでの大会等

で、学びの里ＴＡＳＳＨＯの利用者の中には、

宿泊所から会場までが遠く、もっと近ければと

の声が多くあり、さらに交通手段も、ワンコイ

ンタクシーの利用拡大を推進することを私は要

望したいと思います。 

  また、旧幸生小学校体育館のスケートパーク

の改修をするための準備が進められているとい

うことで、アーバンスポーツ人口増加が期待さ

れますので、今後とも推進をよろしくお願い申

し上げたいと思います。 

  続きまして、通告番号16、未来の農業の姿に

ついてお伺いいたします。 

  最初に、地域計画の課題と施策について。 

  高齢化や人口減少により農業者の減少や耕作

放棄地が拡大し続けると、地域の農地が守れな

くなってしまうかもしれません。これまで地域

の皆さんが守り、おいしい作物を作ってきた農

地を子や孫の世代に引き継いでいくためには、

今が地域の皆さんで地域農業の将来を話し合う

大事なときです。 

  この地域の取組を後押しするために、農業経

営基盤強化促進法の農地を次世代に引き継ぐた

めの地域計画が施行されました。地域計画以前

の施策は、平成24年に人・農地プランが施行さ

れ、農地の流動化と作付計画が推進されてきま

した。さらにその以前には、平成26年から農地

中間管理機構が実施されております。農地中間

管理機構は、農地の流動化を図るために施行さ

れたものであり、農地を貸したい人から農地を

借り受け、耕作を希望する人に貸し付ける事業

を展開するために、都道府県単位の組織として

市町村単位の窓口を設けて農家の登録制により

スタートいたしました。当初は農家登録者の推

進活動が積極的に行われず、登録者数が増えず

にこのたびの地域計画がなされていると認識し
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ております。昨年12月までに実施されました地

域計画の課題と施策についてお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 では、地域計画の課題と施策に

ついてということでございますが、地域におい

て農地や農業者の未来を考えながら作成するの

がこの地域計画でありますが、全国の市町村に

おいて作成するということになっており、その

背景に、議員がおっしゃるような全国的な人口

減少と高齢化の問題がございます。 

  寒河江市においても食を支える農業者の方々

の数は残念ながら減少しておりますので、全国

的な傾向と変わりない状況でございます。地域

計画の策定に当たっては、これまで農家の皆さ

んを中心にＪＡ、土地改良区、農業委員会など

の関係団体も一緒になって、市内の９地区にお

いてそれぞれ計３回ずつワークショップ形式に

て話合いを行ってまいりました。各地区での話

合いにおいても、10年後という将来を考えてい

くと、やはり担い手不足が顕在化してくるだろ

うといった課題認識を持つ方が多かったものと

伺っております。 

  寒河江市の誇るさくらんぼや高品質な米も生

産者の方々があってこそでありますので、新た

な農業人材の確保が第一に取り組むべき優先課

題であると認識しております。特に果樹や畑に

ついては、機械化や効率化が進んでいない園地

もありまして、なおかつ１つの経営体が営農で

きる面積にも限界がありますので、市内の農地

をカバーできるだけの経営体の確保・育成は殊

に急務であります。そのため就農支援により一

層力を入れて取り組んでまいりたいと考えます。

具体的には、園地の確保や設備投資の資金確保、

農業技術の習得や販売ルートの確保などが就農

に当たっての課題となりますが、これらに多方

面からサポートできるよう、関係機関とも一体

となって引き続き支援してまいります。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 市長から今答弁いただきました。

地域計画そのものが全国各地で行うように国か

ら指示しているものでございますけれども、本

当に現場の方々、これまで農業委員会をはじめ

ＪＡ、そして推進員の方々がワークショップ形

式で会議を開いていただきました。 

  しかしながら、本当に大変だというのは、市

長が答弁なされたように人材確保だと思います。

私も参加しました。10年後となれば、自分が10

年後に健康で営農できる体なのかということ、

平均年齢も上がっていることからすれば、本当

に人材をどのようにして行っていくかというこ

とが一番重要になってきて、なおかつ経営形態

の中でも小規模農家の方が大きくするためには、

面的集積ということからすれば、柴橋地区では、

今、基盤整備が行われておりますけれども、果

樹園、そして野菜、園芸作物による集団化、開

発等を進めていかなければ、規模拡大がほぼ不

可能ではないかと。点在していることからすれ

ば、寒河江市の方も、市外に農地を求めている

方もいらっしゃいます。わざわざ市内で何でほ

かの市町村まで行かなくちゃならないのかとい

うことからすれば、寒河江市で耕作放棄地が出

ないようにあっせんしなければならないと私は

思います。集約をするために農地中間管理機構

等があった中でも登録者が少ないということも

先ほど申し上げましたけれども、そのことにつ

いて、もう一度、検討して促進を図っていかな

ければならないと私は感じているところでござ

います。 

  なお、その活動の中でも、現在の農業者の中

には、５年計画を立てて意欲的に農業をやると

いう寒河江市認定農業者協議会がございます。

そして、なお若手の担い手の会もございます。

その方々が、規模拡大ができる、ハード的な面

で集積できる検討会議の必要性が私はあるので

はないかと思います。同じ60代におきましても、

果敢に攻めの農業を行っている方々も何人かい
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らっしゃいますので、ぜひそういう方々も含め

て地域の牽引役として中核的農家を発掘して、

計画を推し進めていただければと思っていると

ころです。 

  次に、農地の利活用の方向性についてお伺い

したいと思います。 

  農地は移動しませんが、現在の農家就業平均

年齢は約70歳と高齢化しており、人材不足が問

題となっております。地域計画では、今後10年

後に目指すべき農用地利用の姿でもある目標地

図を添付するとのことになっております。これ

まで地域計画の会議を地域ごとの３回のワーク

ショップ形式で開催され、メンバーの高齢化が

多いことも事実であります。農地は平地と中山

間地があり、また、作付条件として水田の土壌

は保水性が重要であり、反対に果樹・園芸作物

では、水はけのよい土壌が適地とされておりま

す。また、現在推奨しておりますスマート農業

が活用できる農地の方向性も重要な一つであり

ます。農業経営基盤強化促進法のみならず、将

来の寒河江市の施策として農地の利活用の方向

性をどのように考えているのか、お伺いいたし

ます。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 農地の利活用の方向性でござい

ますが、地域計画の策定に当たりましては、熟

練農家の方から若手農家、これから就農予定の

方などが一堂に会して、それぞれ地域の農業の

将来について御協議をいただきました。将来の

農地利用の青写真である目標地図も併せて作成

しておりますが、農地の利活用については、や

はりその地域の農家の方々が最も精通されてお

りますので、地図の作成に当たっては、その土

地の特性を踏まえた上で将来作る作物や耕作者

を検討いただいたところであります。 

  御質問いただきました農地の利活用の方向性

についてでございますが、この地域計画の中に

もその方針について示す箇所というのがござい

ます。基本的な取組は、まずは担い手の方々へ

の農地の集約でございます。農地中間管理機構

へ着実に農地の貸付けを進めながら、認定農業

者や農業法人などの体制の整っている経営体に

対し、可能な範囲で農地を集め、所得の向上を

目指していく。そして、あわせて、各地域で新

規就農者の受入れ・育成を図りながら地域内の

効率的な農地利用を進めてまいりたいと考えて

おります。 

  また、スマート農業の活用につきましては、

省力技術を導入することで営農にかかる労力を

少なくし、さらに、こうした新しい技術に関心

を持つ若い人たちを増やしていくという効果も

期待されますので、効率的な営農ができるよう、

柴橋地区などで計画されている圃場整備などを

契機としまして、国・県などの関係機関と連携

し、導入を支援しながら適地への計画的なス

マート農業の推進を図ってまいりたいと考えて

おります。 

  今回、地域における話合いに参加いただいた

農家の方からは、可能な限り営農を継続したい

というお声を多くいただきましたので、農地の

有効な利活用に努めてまいるとともに、市全体

の農地と農業者、本市の重要な地域資源の一つ

である農作物を未来につないでいけるよう取り

組んでまいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 ただいまの答弁の中でも、若い

人、担い手関係との協議をなされてこれから進

むということであります。私も同感でございま

す。 

  一つ私が経験しているというか、三、四度あ

りましたけれども、市内の農業者の方、兼業農

家なんですけれども、うちの世帯主の方々が亡

くなってこの土地をどうしたらいいのかという

問題と、病気になって施設に入ったけれども、

将来、相続関係は、農業者だからこそ耕作して

いることが大切で荒らすことは嫌なんだけれど
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も、どうしたらいいか分かんないんだというこ

とが３度ほどあって、約半日もその話をしてい

て、そのときに農地中間管理機構というものが

あるんですよという話をしたところ、初めて聞

きましたという人が相談の分はほとんどでした。 

  ですから、借手の方は登録、私のうちでも登

録していますけれども、貸手の方が、規模の大

きい小さいにかかわらず、特に小さい人のこと

が、知らなかったということがあります。連絡

網ではペーパーで御案内したり、電話等ではな

いと思いますけれども、本来はペーパーを出し

ても見てくれない、読んでくれないということ

があると、中間管理機構の施策としては十分だ

かもしれませんけれども、末端の人に届いてい

ないことが現状だと、そのためにどうすればい

いのかということがすごく問題だと私は思うん

です。その中で一軒一軒、じゃあ専業農家の人、

農業委員会の方、ＪＡの方、様々な方が手分け

をして推進活動をするのも一つの手ですけれど

も、いろんな手法の中では、どれが一番という

ことはなくて、まず知らない人に知っていただ

くことが、相続関係までも響いてくるんだとい

うことが、今、実感しているところであります

ので、ただいま市長からの答弁もありましたけ

れども、農地中間管理機構をこれから促進して

いくということは、私もすごく重要だと思いま

す。 

  もともと農地中間機構ができた背景の中には、

私も農林水産省に行ってお話を聞いたことがあ

るんですけれども、土地の流動化が進まない。

これは、昔は、農地解放をする前には自作地が

なくて、農地解放になってから農地が自分のも

のになった経過がございます。その中で自分の

農地を手放したくない、先祖代々の土地だとい

う意味合いからすれば、今は土地が余っていま

すけれども、もともとの土地を手放すというこ

と、貸し付けるということが、時代背景の中で

内々の考え方もございますけれども、自分の土

地を手放す、そして荒らしてはいけないという

気持ち自体は残っている。それを、農地として

引き継いでいただくので署名していただけませ

んかという農地中間管理機構の仕事をなさって

いかないと、本当に進まないのかと思っており

ます。それを今の20代、30代、40代の方々が例

えば推進員になって、若い人の土地の流動化と

いうのが、60代、70代、80代の方が所有してい

る土地がほとんどでございますので、まず面識

もないので、孫に当たる方々に土地を貸すとい

うことになりますので、個人対個人じゃないん

ですと、あなたの土地はもう間違いなく耕作し

てあげますからというお墨つきをいただく形で

進んでいかないと、なかなか署名・捺印という

ものがなされないのかとこれまで十数年感じて

きました。ぜひこれから行政の立場として寒河

江市の農地を有効利用していただければと私は

考えております。 

  これからも本当に本市の基幹産業でもある農

業を守るべきことは、今の私たちが10年後、20

年後を見据えた方向性を決めなくてはなりませ

ん。そのためには、現場の状況を把握し、課題

と解決策を進め、さらに方向性を議論するため

に20代から50代に参加をしていただき、さらに

60代、70代、80代については、専業農家または

指導的な農家の方々の助言をいただき、官民連

携による構築が重要と私は考えております。 

  以上で私の一般質問を終わります。ありがと

うございました。 

○柏倉信一議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は10時55分といたします。 

 休 憩 午前１０時４４分  

 再 開 午前１０時５５分  

○柏倉信一議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

 

渡邉賢一議員の質問 
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○柏倉信一議長 通告番号17番、18番について、

10番渡邉賢一議員。 

○渡邉賢一議員 さわやか・立憲クラブの渡邉賢

一であります。 

  市民を代表し、御質問をさせていただきます

が、初めに、先月から甚大な被害をもたらして

いる岩手県大船渡市林野大規模火災によって被

災された死者お一人、そして全焼家屋84棟、こ

れは昨日正午現在ですけれども、1,896世帯、

4,596名の方々が不自由な生活、車中泊も含め

て避難所生活をされているとお聞きしています。

皆様が元の生活に安心して戻れますように、そ

して一刻も早い復旧・復興をお祈り申し上げる

とともに、亡くなった方の御冥福を心よりお祈

り申し上げたいと思います。 

  本市においても森林地域が多く占めている中

で、この災害の教訓を生かし、地域防災計画、

林野火災対策における災害応急対策をしっかり

講じていくべきであります。広域議会の一人と

して、市長が理事長であります西村山広域行政

事務組合の事務局に西村山広域消防本部の状況

をお聞きしましたところ、班編成１班当たり６

名、消防車１台、トラック１台で３泊４日をワ

ンクルーとして、交代しながら延べ24人の隊員

が現地で消火活動や避難者支援に当たったとい

うことでございます。私もＪＡの一組合員でご

ざいますが、ＪＡ大船渡と姉妹農協であります

ＪＡさがえ西村山から支援物資の米、雪若丸や

義援金が届けられたと報道されております。と

りわけこれから卒業式を迎えられる児童生徒の

皆さんに善意が届くよう、そして笑顔で卒業式

・入学式が迎えられますことを願うばかりでご

ざいます。心からのエールを送りたいと思いま

す。 

  次に、東日本大震災から間もなく14年、改め

まして御遺族と被災された方々に衷心よりお見

舞い申し上げます。今回の大規模火災で当時の

悲痛な状況を思い出した方も多くいらっしゃる

と思います。特に宮城県女川原子力発電所が奇

跡的に事故を回避できたわけですけれども、昨

年、多くの地域住民の反対があるにもかかわら

ず再稼働しました。14年前の発災時に火災はな

かったわけですが、もし原発が機能停止して重

大な事故を起こしていたら、大量の放射線が一

気に拡散していたら、私たちも福島の皆さんと

同じ大変な、そして最悪の運命をたどっていた

と言われております。原発の廃炉を目指してき

た中で、これからのハイリスクは計り知れない

ものだと言われております。 

  さて、齋藤新市長には、初の一般質問の機会

をいただきましたこと、大変感慨深く、改めま

して市長の就任をお祝いしたいと思います。佐

藤市政の継承、（資料を示す）このペーパーに

もしっかりとその16年が刻まれているわけです

けれども、100年都市寒河江の未来に向けて先

日の施政方針演説が行われたところでございま

すが、山積する重要事業を停滞させることなく、

しっかりと前に進めるための力強い第一歩とし

て新年度予算を御提案されました。私はこれま

でも、そしてこれからも、議会の一員として市

民の声を反映するため、是々非々の立場でさき

に通告しました御質問をさせていただきますの

で、市長から、教育長からは、どうぞ誠意ある

御答弁をよろしくお願い申し上げます。 

  通告番号17番、命と健康を守る西村山地域の

医療提供体制拡充に向けた「県立河北病院と市

立病院の統合再編・新病院整備の基本構想

（案）」についてでございます。 

  先日19日に予算内示されました病院統合再編

検討事業費として1,720万7,000円が計上されて

おります。市長が掲げる100年都市寒河江の基

本政策の一丁目一番地とされておりますこの地

域医療提供体制の拡充につきまして、市民の声

を基に幾つか御質問させていただきます。 

  昨年12月26日に開催された新病院の協議会・

運営委員会において基本構想案が公表されまし
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た。地域住民に対する医療サービスの確保のた

めに、統合する現２病院の診療科を原則維持し、

内科、脳神経内科、疼痛緩和内科、小児科、外

科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、泌尿器科、

産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、リハビリテーシ

ョン科、放射線科、麻酔科、救急科の16診療科

を基本体制とすることを目指すとされています。

また、新年度には、この基本構想に基づき基本

計画を策定し、運営形態や費用負担など新病院

の運営に関する重要な項目を定める必要がある

ことから、構成自治体の範囲や費用負担に関す

る構成自治体の協議の前提条件となる建設予定

地について、新年度の可能な限り早期に決定を

目指すと明記されました。 

  本市では、１月23日から２月６日までの６回

にわたって市民説明会が開催され、私も文化セ

ンターの会場で参加させていただきました。最

終的には132名もの多くの市民の皆さんが高い

関心を持って参加されたとお聞きしております。 

  ここで質問でございますが、この市民説明会

の参加状況、主な質疑の内容、そして回収され

た参加アンケートの主な意見などについてお尋

ねしたいと思います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 「県立河北病院と市立病院の統

合再編・新病院整備の基本構想（案）」につい

て、市民説明会の参加状況と質疑・意見につい

てお答えさせていただきます。 

  基本構想案に関する市民説明会については、

１月下旬から２月上旬にかけまして、まず市議

会議員の皆様へ説明させていただいたことを皮

切りに、ハートフルセンター並びに各地区公民

館を会場としました市内６か所と、町会長連合

会役員の方、介護関係者、救急隊員等関係機関

への説明を実施しまして、説明会の場で直接ま

たはアンケートで広く御意見をいただいたとこ

ろでございます。市民説明会に参加された方の

うち122名の方からアンケートに御回答いただ

いております。なお、回答いただいた方の年代

につきましては、70代が約５割、60代が約３割

となっております。構想案に対しましては、約

７割の方から「よいと思う」という肯定的な回

答をいただいております。説明会での主な御意

見といたしましては、運営形態でありますとか

診療科に対する意見が多く、また、建設用地に

ついての御意見については、全ての会場でいた

だいたところでございます。いただいた御意見

を参考にしまして、地域の皆様が安心して暮ら

せる医療提供体制の実現に向けまして、引き続

き協議を重ねてまいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 今、市長から状況は伺ったわけ

ですけれども、県では、２月４日から今月３日

までの１か月間のパブリックコメント募集とい

うことで出されておりました。その集約結果に

つきましては、昨日ネットを見たところ、まだ

公表されていないようなんですけれども、今後

の基本構想決定までの日程なり公募の結果の公

表などをお尋ねしたいと思います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 パブリックコメントについては、

２月４日から３月３日の１か月間、県のホーム

ページを活用して実施したところでありました

が、パブリックコメントの結果につきましては、

県で現在取りまとめを行っているところだそう

です。年度末には基本構想を決定する予定とし

ておりますので、取りまとめの結果につきまし

ては、今月中には何らかの形でお示しされるの

ではないかと考えておるところでございます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 分かりました。今年度末という

と、もう僅かなわけです。 

  （３）の質問に入りますけれども、特に分娩

機能と小児救急の充実については、基本構想の

中でも、提案内容からするともっと前に進める

べきだ、地域住民が求める提案内容になってい
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ないのではないか、不十分という市民の声など

が非常に多く出されています。 

  その中でも、産婦人科、小児救急に対しての

強い要望を一部申し上げますけれども、産婦人

科について、基本構想案では、分娩は、県内の

産科医数が限られる中では、高度な分娩対応が

可能な医療機関に産科医を集中することが適当。

既に浸透している産科セミオープンシステムの

これまで以上の活用を図ると記入されているわ

けですけれども、西村山地域の病院が産科セミ

オープンシステムでは安心して子供が産めない

んじゃないか。あるいは、西村山では人口が減

っているんだけれども、これからも減ってしま

うんじゃないか。安心した出産ができなければ

人口増にはつながらない。医師不足も分かりま

すけれども産婦人科こそ設置すべきだ。分娩に

ついて、このシステムでは里帰り分娩などが難

しいという声も出ています。安心できるように

してほしいというのがありました。 

  あと、小児救急です。子供が具合悪くなって

救急に行きたいと思ったら山形に行ったりして

いますと。距離は遠くて心配になります。間に

合わないからどうしようかと不安になります。

新しい病院で小児科の先生から診てもらいたい。

小児科の医師不足はあると思いますが、村山圏

域から医師が時々来てくれないのでしょうか。

安心して子育てできる西村山の地域にしてほし

いという声も出されています。 

  ここで市長にお尋ねしますけれども、小児科、

産婦人科の医療提供体制の充実に向けた強い要

望に対しどのようにお考えか、お伺いします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 新病院における分娩機能と小児

救急の取扱いにつきましては、昨年度、令和５

年度の西村山地域医療提供体制検討ワーキング

グループの最終報告におきまして、医療現場を

交えて継続して検討するとされ、本年度、山形

県立河北病院及び寒河江市立病院の統合再編・

新病院整備に関する協議会の医療機能部会にお

いて、子供を産み育てる環境を整備すべきとい

う観点からも改めて検討が図られてまいりまし

た。 

  分娩機能につきましては、西村山地域の出生

数が、平成28年に比較して令和４年には75％と

なっておりまして、これが令和17年には60％、

さらには令和27年に50％と減少が見込まれてい

ること、また、分娩となると最低でも産科医４

人の確保が必要になりますが、現実的に確保の

見込みはなかなか立たないということから、新

病院の産科においては外来診療のみを担い、村

山地域で既に構築されている産科セミオープン

システムの一部として西村山地域における分娩

体制の維持確保を目指すものと基本構想案で取

りまとめられたところでございます。 

  また、小児救急については、これを実施する

場合、小児科医を常勤で複数配置する必要がご

ざいますが、これも現実的に確保がなかなか困

難であるということから、新病院の小児科では

非常勤の小児科医による外来診療日を確保し、

寒河江・西村山地域の開業医の平日休診日に対

応し、平日日中の小児科診療に空白日をつくら

ないように調整したり、また、新病院に常勤し

ている総合診療医が可能な限り対応するなど、

まずは地域全体で平日日中における小児一次救

急体制の整備を図って、新病院での応需が見込

めない時間帯は、山形市内の小児二次救急医療

機関等に担っていただくといった対応とするこ

とで取りまとめが図られているところでござい

ます。 

  以上のような方向性で、来年度、基本計画を

策定ということになっておりますが、医師確保

等の事情が将来的に改善されることにも期待し

まして、新病院の施設整備に当たっては、将来

の可能性も含め対応できる病院にしていきたい

と私は考えております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 
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○渡邉賢一議員 市長のお考えも今伺ったところ

ですけれども、なかなか医師確保は厳しいとい

うことで、一昨日の西川町議会の菅野町長も、

町立病院が年間２億円から３億円の赤字でドク

ターの確保が困難であるとともに、総合的に考

えたときに新病院への参画、町立病院のサテラ

イト化も選択肢の一つだとおっしゃっています。

こうしたことも含めて今後の構想最終決定、そ

して計画策定に向けて、先ほど市長がおっしゃ

ったようにあらゆる可能性を求めていかなけれ

ばならないと思います。そのためにもハード面

でどんな病院をつくるか、もう少し可能性が将

来的にそこも対応できるものにぜひしていただ

きたいというのも要望として申し上げたいと思

います。 

  次に、慢性期診療機能の充実について御質問

させていただきます。 

  基本構想に対するさらなる市民の声、特に慢

性期機能に対しての強い要望が多くございます。

これは、やはりこの地域は高齢化が進んでいる

ということ、私どもがお聞きしている一部を申

し上げますと、寒河江市立病院では、今は慢性

期病床を持っていてうまく活用されているけれ

ども、基本構想案にあるように、在宅診療を進

めるのであれば、西村山の住民が在宅医療を受

け入れられる状況をつくらなくちゃならない。

残念ながら高齢者の老老介護状態であったり高

齢の独り暮らしが増えている。県内でも一番そ

の割合が高い地域でどうやって在宅に戻れるの

かという意見。慢性期病床がなくなれば、回復

期が過ぎて転院先がないとか施設の入所ができ

ない、自宅に帰れないといったときに対応が可

能になりますかという、これは高齢者の方の御

意見があります。こうした声にも対応できる病

院をつくっていかなければならないと思うんで

すけれども、市長の御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 慢性期診療機能につきまして、

まず、寒河江市立病院における現状についてお

話しいたしますと、市立病院におきましては、

慢性期機能を有する療養病床よりも回復期機能

を有する地域包括ケア病床のニーズが高くなっ

ておりまして、平成25年１月の療養病床開設時

は31床ございましたが、ニーズが減っていくこ

とに伴いまして徐々に数を減らし、令和５年４

月からは７床となっております。 

  基本構想案にも示しているように、新病院は、

地域密着型病院として幅広い診療分野や入院・

手術等の機能を備えるとともに、訪問診療を含

めた在宅医療の拡充等により、住み慣れた地域

での暮らしが継続できる地域包括ケアシステム

の中核病院としての役割を担っていくこととさ

れております。 

  また、回復期の医療が必要な地域住民の受皿

として、リハビリテーション科医やリハビリの

診療経験を有する総合診療医等による脳血管疾

患リハビリの体制整備など、多様な機能を集約

し、近隣医療機関や介護施設との連携を図って

いくということとしております。長期療養が必

要となる患者さんには、本人や家族が希望する

医療が提供されるよう、療養機能を有する病院

への転院でありますとか介護施設への移行をし

っかりと行う一方で、在宅療養を希望する患者

さんには、新病院の有する総合診療医と専門医

の連携強化に加えて、訪問看護等の在宅での医

療提供を図っていくということとしております。

新病院の整備がこれまで以上に患者ファースト

の医療提供体制の構築につながるよう努めてま

いりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 市長からありましたけれども、

推測ですけれども、これから高齢者の人口もだ

んだん減っていくと予想されておりまして、今

の状態がもっと改善されればいいわけです。あ

と入所施設がない、家庭でも見られないという

状況が少しずつ改善されればいいと思いますし、
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そのための地域の医療の拠点となるように、ぜ

ひこれからもそうした点も含めて進めていただ

きたいと思います。 

  次に、（５）病院建設用地の選定についてお

尋ねします。 

  新病院の建築面積が４階建てで、１階、２階

は外来部門、検査部門、管理部門等のフロア、

３・４階は病棟フロアということで、建築面積

が１階のフロアの面積の4,070平米と出されて

おります。あと駐車場については必要台数を

520台、１万8,200平米ということで計算されて

おりました。また、外構は、建築面積と駐車場

の面積のさらに２割ということで4,454平米、

トータルで敷地面積として２万7,000平米と出

されています。 

  本市として、新年度のできるだけ早期に決定

すると構想でうたわれている予定の建設敷地に

ついては、早い段階で検討・協議していかなけ

ればならないし、中学校同様、最大有力候補地

として、県はもちろんですけれども、関係自治

体、運営主体に加わる自治体ともさらに協議を

していく必要がございます。時間的・物理的に

考えた場合に、現在の中学校跡地が最適である

と私は考えるんですけれども、市長の基本的な

お考えをお尋ねしたいと思います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 新病院建設用地の選定に対する

基本的な考え方についてお答えさせていただき

ます。 

  現在示されております新病院整備構想（案）

においては令和13年中の開院を目指すとしてお

り、建設用地については、このスケジュールに

合わせて確実に建設を進めることが可能な場所

というのが大前提であると考えます。新病院の

想定敷地面積は約２万7,000平米となっており

まして、新たにこれだけの土地を確保して造成

するためには、日数もコストもかかるというこ

とが想定されることから、既に開発済みの公有

地が建設用地としては望ましいのではないかと

考えます。現在、基本構想案において候補地が

７か所挙げられておりますが、この中で寒河江

市内において面積的に要件を満たすのは、３つ

の中学校敷地であります。 

  これから基本構想が決定されますと、７か所

の候補地を、今後、これから定める評価基準に

よって評価して、さらに絞り込みを図って、県

と寒河江市による基本合意に基づいて、吉村知

事と私とで最終的に選定する運びとなっており

ます。さきにお話しさせていただいたとおり、

令和13年の開院に向けて円滑に新病院の整備が

進むことに加えまして、西村山地域を診療圏域

とした場合のアクセス性、さらには本市のまち

づくりといった視点も踏まえ、ぜひ選定が進む

よう臨んでまいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 今ほどありましたけれども、ま

ちづくりの視点、そしてアクセス、そういった

ものを考えたときに、また将来性、西村山地域

ですから112号線だったり287号線だったり、内

回りバイパス、いわゆる環状線、そういったと

ころ。あとＪＲなど様々な視点、あと高速イン

ターに近いところとすると、やはりだんだん限

られていくと思っています。先ほど申し上げた

ように西川町の動きとか、またほかの町の動き

などがこれから出てくるんだろうと思いますけ

れども、ぜひ総合的に判断して最有力候補地を

選んでいただき、吉村知事としっかり協議をし

ていただいて決定していただきたいと要望させ

ていただきます。 

  それでは、次に、通告番号18番、「全国に誇

る教育都市さがえ」実現に向けた学校施設整備

計画改定（案）及び新中学校施設整備基本構想

（案）について御質問させていただきます。 

  １つ目の学校施設整備計画改定（案）につい

てでございます。 

  今回示されましたのは、中学校統合を１年前
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倒しして４年後の2029年、令和11年度に開校す

るという案でございます。また、西根小学校、

三泉小学校の統合計画については変更となって

おります。昨日から明日までの３日間、市内４

会場におきまして市民説明会が行われる予定に

なっており、先月19日から今月18日まで１か月

間のパブリックコメントの期間となってあるわ

けです。これまでの経過を踏まえ、多くの市民

の御意見が反映され、よりよい改定案が決定さ

れることを望んでいるわけですけれども、当初

計画から２年延長となった改定前の計画であっ

たわけですけれども、校舎の老朽化が進み、一

日でも早く整備してほしいという関係者の要望

が実現することについては、大変よいことだと

評価されています。一方で、いまだに大規模校

への不安が多数あることも事実です。 

  ここで質問ですが、老朽化した小学校の整備

につきまして、高松小学校校舎よりも４年

も……。大丈夫ですか。よろしいですか。議長、

大丈夫ですか。電源。（「時間、大丈夫」の声あ

り）ブレーカーが落ちたんだがっす。 

○柏倉信一議長 どうぞ。渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ちょっとびっくりしたので、ど

こまで申し上げたかというと、西根小学校が高

松小学校よりも４年古いということで、あと、

三泉小学校との統合が2036年、令和16年に計画

されているということでございますが、西根地

域の地元住民の強い要望として、できるだけ早

期に整備していただきたいという願いがござい

ます。今後、どの場所に統合小学校を建設すべ

きかの変更計画についてもしっかり御検討して

いただきたいし、また、陵東学区の寒河江小学

校だったりもするわけですので、そうしたこと

も含めて今後お示ししていただく必要がござい

ますが、教育長の御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 暫時休憩します。オーケー。佐

藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 学校施設整備計画改定

（案）につきましては、寒河江市で予定してお

ります今後のまちづくりも踏まえ、中学校敷地

の利活用について市長より見直しの要請があり

ましたので、今回、計画の見直しを検討してい

るところでございます。現計画では、西根小学

校と三泉小学校を統合した小学校の建設を陵東

中学校敷地に予定しておりますけれども、県立

河北病院と市立病院の統合による新病院建設候

補地として市内３中学校の敷地も含まれている

ことから見直したものとなっております。 

  統合小学校の建設場所につきましては、児童

の安心・安全が確保されること、通学の利便性

がよい環境にあることが重要であると考えます。

また、今後も少子化の影響等により児童数の減

少も見込まれますので、児童数の推移も注視し

ながら学校建築に適した場所を、今後の学校施

設整備計画の改定にも併せてしっかりと検討し

ていきたいと考えております。 

○柏倉信一議長 時計を止めて。今現在、マイク

のほうは全然問題ないんですが、カメラが作動

しない状況なんです。だから要するにネット中

継が止まっていると御理解いただきたいと思う

んですが、そこの部分は皆さん御了解の上で進

めさせていただきますが、よろしいでしょうか。

度々すみません。 

  再開します。渡邉議員、どうぞ。 

○渡邉賢一議員 天変地異で何が起きるか分から

ない時代ですので、いろんなことを予測しなが

ら一般質問させていただきます。 

  今、教育長から御答弁いただいたとおり、そ

の辺も含めてぜひ早急に御検討をしていただき

たいと思います。 

  それでは、２番目の新中学校施設整備基本構

想（案）についてお尋ねします。 

  先日の議員懇談会においてお示しされました

基本構想案ですけれども、資料によりますと、

建設予定地としては優位点が多く、課題点が最

も少なく、新中学校整備にはふさわしい区画と
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して現寒河江高等学校グラウンド及び周辺農地

を、広い範囲として、最有力候補地として選定

されたとなっております。その理由は、寒河江

高等学校グラウンドを含む東側の範囲に新中学

校を整備することで教育環境の充実を早期に実

現したい。県道天童大江線からの接道が確保で

き、ＪＲ左沢線西寒河江駅にも近く、公共交通

機関を利用しやすい環境である。寒河江高等学

校、寒河江工業高等学校にも近く、中高連携が

図りやすい環境。もう既に県への譲渡申請など

関係機関との調整状況を踏まえ、詳細な範囲に

ついて、新中学校施設整備基本計画において示

す予定になっております。 

  さて、これまでも１校統合についてのデメリ

ットなども、市民から大きな関心を持って出さ

れてきたわけですけれども、東北最大級1,000

人規模のマンモス校については、先ほど来あり

ますけれども、不登校、いじめが多発する可能

性が高い問題、あと遠距離となる地域、陵西学

区、陵東学区からの通学の問題、部活動の地域

スポーツクラブ移行の問題、コミュニティ・ス

クールが広域になる地域との結びつきの課題、

学校現場の先生方が、本当に生徒一人一人に目

が行き届くのかという学校運営に支障を来さな

いかという問題などでございました。さらに、

中学校周辺のアクセス道路や都市公園など環境

整備計画の問題・課題、あと、地域産業と連動

した振興策の課題なども加え、当時ですけれど

も、計画見直し署名ということで1,180筆が提

出され、地域説明会や保護者向け説明会等で出

された意見を基にパブリックコメントが公表さ

れたわけですけれども、75％の皆さんが、１校

統合については反対及び慎重な意見となってお

りました。学校再編を考える市民の会より、

「さがえっ子の輝く未来、明日への希望を実感

できる「真」の学校施設整備」実現に向けた要

望書が前にも出されており、とりわけ生徒の皆

さんの利便性、安全確保が大きな課題になって

おります。このたびの基本構想案についてその

点はどうなのか、教育長にお尋ねしたいと思い

ます。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 新中学校の整備に向けては、

解決すべき様々な課題があるものと捉えており

ます。そうした中で、子供たちが安全・安心に

学べる環境を早期に整備できるよう、対応策に

ついて検討していかなければなりません。 

  渡邉議員御指摘の課題の中でも特に通学に関

しましては、私も大変重要なものと考えており

ます。どうしてもアクセスが集中してしまう時

間帯や道路などがあり、渋滞等が想定されます

ので、教育委員会としましては、通学手段を徒

歩や自転車以外にもスクールバスや循環バス、

左沢線や路線バスなどの公共交通機関なども選

択肢として、様々な手段の活用を検討していき

たいと考えております。また、特に冬期間にお

いては、積雪の状況や保護者等の送迎等により

まして中学校周辺が非常に混雑することも予想

されます。そこで、中学校に近い生徒につきま

しては、保護者による送迎を控えていただくこ

とをお願いしたり、車の乗り降りの際には、交

通事故の危険性もありますし、渋滞の要因にな

ることもありますので、乗車や降車場所のルー

ル等についても徹底していきたいと考えており

ます。 

  なお、詳細につきましては、来年度に設置す

る予定の統合準備委員会において、保護者の

方々の御意見も伺いながら学校周辺の渋滞緩和

策についても検討してまいりたいと考えており

ます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 教育長からは、スクールバス以

外にも循環バス、公共交通機関の利用というこ

とで御答弁いただきました。特に寒河江から左

沢の間の区間の赤字については、その区間の廃

線なども候補地に当たっているわけでありまし
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て、災害に強い左沢線というか冬にも強い左沢

線と言われているんですけれども、ＪＲ左沢線

のパワーをここにつぎ込まなければならないと

市民からも言われております。この説明会での

意見及びパブリックコメントの反映については

今後の重要課題となりますので、ぜひ受け止め

ていただきたいと思いますし、ここは齋藤市長

にお尋ねしたいと思います。 

  今日は３つ御提案したいと思うんですけれど

も、１つは、部活動の地域移行について対応が

求められている今、新中学校からの移動も非常

に重要になっています。寒河江公園の陸上競技

場や野球場、さらに北側の市民体育館や文化セ

ンターなどへのアクセスがよくなれば非常にい

いわけです。そのアクセス道整備として寒河江

公園内の北バイパス計画がありますけれども、

そっちの早期整備、加えてＪＲ左沢線を横断す

るような踏切やアンダーパス、これは自転車し

か通れなくてもいいと思うんですけれども、そ

うしたものを整備していただきたいのが１つ目

です。 

  あと、２つ目、内回り環状線とＪＲが交わる

唯一の地点が若神子跨線橋であります。そこに

新たな新駅を設置して、冬期間は特に自転車が

使えず保護者の負担も増える予想になる、そう

した場合の駅として、ちょうど西寒河江駅と高

松駅の中間地点です。そこに利便性が向上する

ような駅が必要ではないかと思います。 

  最後に、３つ目、この新駅に併設して、前に

も太田陽子議員がおっしゃっていた八戸のブッ

クセンターの話もありましたけれども、ぜひ市

立図書館の分館や自習室などを設置して、中学

生の冬期間の汽車通学が非常に便利でモチベー

ションがアップになるようなものをぜひ検討し

ていただきたいし、そこに駅ができれば、新病

院はもとよりチェリーランドや慈恩寺の最寄り

駅として付加価値の高い駅になるんではないか

と私は考えています。つまり若神子跨線橋、六

供町跨線橋、船橋跨線橋の３つに加え、陵東学

区、三泉、西根、日田、宝、新山、東新山、陵

西学区の白岩醍醐地区や高松地区、また、陵南

学区でも本楯地区とか南部地区から、冬も雪道

でも通学しやすい、自転車や徒歩での移動もし

やすくなるルートの新設と新駅の整備について

御要望したいと思います。 

  特に寒河江川を越え、国道112号線・287号線

を越え、長岡山を越え、ＪＲ左沢線を越え、や

っと中学校に到着する陵東・陵西学区の生徒の

ためには、あるいはその保護者、家族のために

も、この基本計画策定において、まちづくりの

重要な視点として、今回、３つの視点で御提案

申し上げますので十分御検討いただきたいと思

いますが、齋藤市長の御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 渡邉議員からは、寒河江公園北

側を経由してアクセスする北ルートの新設や、

ＪＲ左沢線の線路の踏切またはアンダーパス、

若神子跨線橋下への新駅の整備等について御提

案をいただきました。 

  新統合中学校の建設予定地として示されてい

る場所については、現在のところ、敷地への導

入口が県道からの１か所であることに加えて、

ほかは農道となっているということから、登下

校時の生徒の動線でありますとか周辺の交通状

況を考えた場合に、ほかに新たな入り口を設け

ることでありますとか、周辺道路の整備といっ

たことも必要になると考えております。通学時

の道路環境ばかりではなくて、また部活動にお

いて他の施設を利用する際の移動の動線をどう

するのかといった検討課題もあろうかと思いま

すので、今後の部活動の在り方についても教育

委員会からお伺いしながら併せて検討してまい

りたいと考えております。このことにつきまし

ては、既に教育委員会を含めた庁内の担当課長

で構成する検討組織を設置しておりまして、そ

の中で検討を進めてまいりたいと考えておりま
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す。 

  また、ＪＲ左沢線横断路での踏切もしくはア

ンダーパスの設置と新駅の設置という御提案を

いただきました。左沢線の横断につきましては、

１時間当たり１本から２本程度の運行状況であ

るということを勘案すると、登校には大きな影

響は出ないのではないかと考えますけれども、

踏切の新設は、基本的にＪＲでは認めないとな

っているそうです。そしてまた、横断時の支障

を踏まえたアンダーパスの設置については、こ

れもＪＲとの協議に加え、整備にもかなりの時

間を要するということですから、その必要性に

ついて十分に検討をしていく必要があるのでは

ないかと考えております。 

  新駅の整備に関しましても、西寒河江駅から

新中学校予定地への距離というものを考えます

と、やや西寒河江駅のほうが近いのではないか

と思いますので、これも整備の効果、また必要

性を十分に検討しなければならないのではない

かと考えております。 

  新中学校の通学路・通学方法に関しましては、

ＪＲ左沢線の活用といった視点も含めて、生徒

の登下校時の安全・安心の確保と利便性の観点

から十分検討して、教育委員会と共に対応して

まいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 大変厳しい御答弁だったんです

けれども、時間がありませんので、将来的にも

そうしたものが私は重要だと思いますし、私の

地図では、西寒河江駅と若神子からの距離とい

うのは、大体同じくらいかと考えました。さっ

き言ったように、中学校だけでなくてまちづく

りの視点で、都市計画マスタープランの改定な

どでぜひ検討いただければと思います。 

  さて、次に、中学校新設の用地確保について

でありますけれども、今年度の公立高校の入試

が今まさに行われているわけですけれども、今

年度の志願倍率については、寒河江高校が0.78

倍、寒河江工業高校が今日の試験で全員合格し

ても0.57倍、谷地高校が0.35倍、左沢高校が

0.44倍ということで、これも、左沢は全員合格

してもその数字と伺っております。西村山地域

の４つの高校が全て定員を割るという非常に危

機的な、極めて深刻な状況と思います。 

  さて、寒河江高校の老朽化によってできるだ

け早期に整備計画が望まれているわけですけれ

ども、中高連携について教育長はどのようにお

考えか、お伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 寒河江市立中学校と市内の

県立高等学校との中高連携についてお答えいた

します。 

  今年の県内公立高校の全日制の志願倍率は

0.8倍で、１倍を切る状況となりました。市内

の寒河江高等学校、寒河江工業高等学校におい

ても学校全体の倍率で見ますと、今、渡邉議員

からありましたように、募集定員を大きく下回

る事態となっています。私も極めて深刻な状況

であると認識しておりまして、市内の中学校と

２つの高校の連携協力を早急かつ強力に進めて

いくべきと感じております。 

  具体的には、来年度から寒河江市立中学校と

寒河江高校、寒河江工業高校が連携して様々な

活動に取り組むことによって、それぞれの学校

の魅力向上と持続可能な地域づくりの中核とな

る人材育成に資することを目的としまして、仮

称ではございますが、寒河江市中高連絡推進協

議会というものを設立するための予算を計上し

て、そのための検討会議を発足するため準備を

進めているところです。 

  中高連携のメリットとしては、異なる学校同

士でも教育課程の編成や教員・生徒間の交流を

深めることができること、校種学年の異なる生

徒同士の共通の活動を通して豊かな人間性を育

むことができること、中学校と高等学校が連携

して地域を主題とした学習を行うことによって、
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地域に対する理解が深まり、郷土に対する愛着

や誇りを持つようになること、地域が一体とな

った中学校、高等学校への支援が可能になるこ

と、また、新しく人と人とのつながりも生まれ、

地域の教育力の向上につながることなどが挙げ

られると思います。 

  寒河江高校、寒河江工業高校とも各種コン

クール等での入賞など、それぞれの学校の生徒

の活躍が新聞等でも報じられています。また、

最近では、市制施行70周年記念事業、さがえ未

来トークの動画の編集や議会活動の紹介動画の

編集、またナレーションの協力、それからポス

ターやシールの作成など、地域貢献の面でも各

高校の生徒の力を発揮してもらっています。中

高連携の推進によりましてこうした先輩方の活

躍を目の当たりにしたり、内容や状況によって

は、一緒に活動することで中学生へ市内の高等

学校の魅力が伝わって、中学校卒業後の進路先

に選んだり、寒河江市への愛着を深め、将来の

寒河江市を担っていきたいと考える生徒も増え

るのではないかとも思われます。また、神輿の

祭典で中高生が一緒にみこしを担ぐなどといっ

たこともできれば、絆を深めることができるん

じゃないかと思います。地域の皆様や市内の企

業の方々とも連携協力しながら、ぜひ中高連携

を進めていきたいと考えております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 中高との連携、学習面、学校で

の活動面、あと部活動でスポーツ、文化芸術、

そして生徒会、遊佐町でやっているような仮の

議員になってもらって、町から100万円とか予

算をやって、子供たちができるような事業など

も考えていただいて担い手を確保しているとい

う先進例もありますので、そういったものもぜ

ひ進めていただきたいと思います。 

  さて、最後の質問になりました。学校に行く

のが困難な子供たちの多様な選択が可能となる

教育環境整備についてでございます。 

  先ほど古沢議員の質問の御答弁もありました

けれども、残念ながら本市でも104名の多くの

児童生徒が不登校ということでいらっしゃいま

す。今回提案されている一般会計予算に寒陵ス

クールの拡充2,138万円、スクールソーシャル

ワーカー306万5,000円ということで新規で計上

されていることは、非常によいことだと思いま

す。ぜひ未来の寒河江市を担うさがえっこの一

人も取り残すことのない育成、統一的なビジョ

ンの作成・策定、誰でも学べる優良な教育環境

の構築について、私たちの本当に大きな使命だ

と思います。県内自治体でも先進的な計画を策

定された上山市の中学校２校化というのがある

わけですけれども、上山市は齋藤市長の御出身

の地でもありますので、ぜひそれをモデルとし

て教育長としての御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 ただいま渡邉議員からあり

ましたように、来年度は寒陵スクールの教育支

援センターとしての機能の強化として、開設時

間を午後までに延長することや、ＩＣＴを活用

した支援を行っていきたいと考えております。

また、保護者や学校への支援として、スクール

ソーシャルワーカーの配置を目指しているとこ

ろです。 

  さて、新聞等でも報道されていますように、

来年度の４月には、上山市に県内初の学びの多

様化学校、通称「上山きらり学園」が開校しま

す。学びの多様化学校では、不登校児童生徒の

実態に配慮して体験活動を重視した特色ある教

科を新設したり総授業時数を削減したりするな

ど、柔軟性を持たせた特別な教育課程を編成し

ますので、学校に行きづらさを感じている児童

生徒の選択肢の一つとなると思われます。御指

摘のように、多様な選択によって学校に行けな

い子供たちの学ぶ環境を提供していくというこ

とは、とても重要なことであると思います。 

  昨年度の全国の小中学校の不登校児童生徒の
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うち約４割の13万4,000人の児童生徒が、学校

の内外でスクールソーシャルワーカーやスクー

ルカウンセラー、教育委員会などの専門的な支

援を受けられない、受けていないという状況で

した。寒河江市におきましても、昨年度の不登

校児童生徒123名のうち約４割の52名は、専門

的な支援を受けられていませんでした。来年度、

スクールソーシャルワーカーの配置がかなえば、

こうした子供たちにも積極的に関わっていただ

き、学びたいと思ったときに学べる状況もつく

っていけるのではないかと考えています。 

  寒河江市内の全ての児童生徒に学びの場を保

障し、学校に行きづらさを感じている子供たち

がそれぞれの状況に応じ多様な選択ができるよ

う、教育環境の整備に努めていくことが必要で

あると強く感じています。そうした意味でも、

学びの多様化学校の設立ということについて検

討していくべき重要な課題の一つであると考え

ております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 力強い御答弁を頂戴しました。

本当に今こそやっていかなければならないのは、

それも大きなところだと考えております。あり

がとうございます。 

  さて、今回の質問の結びに、まず、第49回の

歴史ある“さがえ”さくらんぼマラソンが、昨

年に引き続きスペシャルゲスト、箱根駅伝第

101回大会優勝の青山学院大学陸上競技部、原 

晋監督と大学生ランナーをお迎えして盛大に開

催される予定でございます。私も実行委員の役

員をさせていただいておりますが、ぜひ全国か

ら参加されるランナーや応援に来られる観光客

の皆様を温かいおもてなしでお迎えし、初夏の

さくらんぼの里寒河江を快走していただく、そ

して心地よい汗を流していただき、さくらんぼ

をはじめそばやラーメン、焼き鳥や山形牛、幸

生牛などを堪能していただく、温泉につかって、

３つの酒蔵の地酒で乾杯していただくように、

市民挙げてのこのビッグイベントをぜひ成功さ

せていただきたいと思います。そして、陸上競

技場の早期竣工によってスタート・ゴールの発

着点となり、さらに生涯スポーツが発展し、市

民の健康寿命が延伸し、幸福な市民生活に寄与

することを期待するものでございます。 

  植樹150周年の記念すべき2025年ですが、昨

年の第53回さくらんぼの都市（まち）さがえ全

国俳句大会、寒河江市長賞から２句を詠んで私

の質問を終わります。 

  特選、東京都武蔵野市の木村幸枝さんの作品

です。「双子にも父似と母似さくらんぼ」。同じ

く特選、山形県山形市の鈴木あいさんの作品で

す。「癖強き父の宛書さくらんぼ」。私の父も癖

の強い字体だったので感動しますけれども、最

後に、気象災害を受けないように、特産のさく

らんぼをはじめ農作物の高品質と大豊作、そし

てさくらんぼのまち寒河江の隆盛を願って私の

一般質問を終わりたいと思います。御答弁あり

がとうございました。 

○柏倉信一議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午前１１時５７分  

 再 開 午後 １時００分  

○柏倉信一議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

 

阿部 清議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号19番、20番について、

16番阿部 清議員。 

○阿部 清議員 寒政クラブの阿部 清です。ど

うぞよろしくお願いします。 

  改めまして、齋藤市長の市長就任、誠におめ

でとうございます。寒河江市の発展のため、そ

して安心・安全なまちづくりということで御尽

力していただきたいと思います。ただ、忙しく

なると思いますので、体調だけは御自愛してい
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ただきたいと思います。 

  西川町にある志津温泉では、２月下旬で５

メートルを超える積雪量があり、地元での春は

まだまだなんだろうと思っておりますが、各市

町村の小学校、中学校では、卒業式の季節にな

り少しずつ春を感じてきております。今年こそ

は災害と猛暑のない年であることを願っており

ますが、やはり今年も心配しかありません。 

  19番、20番について質問をさせていただきま

すので、御答弁よろしくお願いしたいと思いま

す。 

  しかし、今、大船渡では、山林火災によって

大きな被害が出ております。ただ、昨日あたり

から大雪・大雨で大分鎮火に近い状態に来てい

るのかと思いますけれども、まだ収束を迎えた

ことではないと思いますので、お見舞いを申し

上げたいと思います。 

  それでは、19番、減災対策について質問いた

します。 

  全国の災害による被害状況を鑑み、被害を最

小限に減らすまちづくりについて質問いたしま

す。 

  寒河江市地域防災対策計画は、災害対策基本

法第42条の規定に基づき、地域に係る災害予防

対策、災害応急対策、災害復旧復興対策を実施

し、住民の生命、財産を保護することを目的と

し、被災して人命が失われないことを最重要視

した、経済的被害ができるだけ少なくなるよう

抑える減災の考え方を基本としております。 

  国土交通省が最上川などの水害リスク地図に

内水氾濫情報を追加し、10年に一度、50年に一

度、100年に一度の大雨で浸水する区域を色分

け、住宅や企業関連施設などの水害リスクが分

かるよう、2022年12月から国土交通省のホーム

ページに掲載されるようになったと２月25日の

山形新聞で報じておりました。 

  また、2013年から2022年の10年間に起きた水

害の被害金額が４兆1,000億円のうち34％に当

たる１兆4,000億円は内水氾濫が原因であり、

同期間に浸水した建物29万棟に占める割合は

59％、17万棟に及んでいるとの記事が掲載され

ました。内水被害による建物被害の多さが分か

ります。 

  令和６年７月に、最上川の増水による戸沢村

蔵岡地区では、地域全体が浸水し、高台への地

域集団移転を余儀なくされました。また、酒田

市竹田地区では、内水氾濫を防ぐための竹田排

水機が浸水し動かなくなり、地域全体が浸水被

害に遭っています。 

  このように、水害が年々ひどくなっていく様

子がうかがえます。本市の山間部や最上川沿い

でも水害が起き、避難を余儀なくされている地

域もあります。地滑りや土石流などの危険箇所

や水害危険区域などは最近の線状降水帯の豪雨

に耐えられるのか、心配になります。本市も高

齢化が進む中、山崩れや浸水による家屋の倒壊

などの被害は、地域に住む人々や高齢者だけで

なく今後の地域の存在も脅かすことになります

ので、早め早めの災害防止対策が必要となりま

す。 

  また、令和２年７月豪雨時には、最上川の増

水により堤防を越える危険水位に到達したため

避難勧告が発令され、体育館に避難した経緯が

ありました。寒河江市の中心市街地から東側の

雨水は、昭和51年10月に完成した沼川排水機場

にある３台の排水機から最上川に排出されてい

ます。本市が国土交通省から操作・点検整備の

委託を受け、日田地区の操作員が交代で見守り

を続けています。令和２年７月の豪雨時には、

最後まで必死に排水機場を守り続けた経緯もあ

りました。大変御苦労さまでありました。 

  今年は昭和100年になります。約50年間、内

水被害を防ぐために地域を守ってきた排水機で

はありますが、災害時に故障が起きた経緯もあ

ります。市は地域の代表として、国に対して更

新の必要を訴えていく必要があると思っていま
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す。万が一、豪雨などにより災害が起きてしま

ったら避難対策は万全を尽くす必要があると思

いますが、本市では、市民の高齢化が進む中、

被害に遭う前に減災対策に本腰を入れて整備し、

市民の安心・安全な生活を守ることが行政の役

割と思っています。市長はどう考えていくのか、

沼川排水機場も含めてどう対策していくのか、

見解を伺います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 減災対策に対する見解につきま

して御質問いただきました。 

  まず、ただいま阿部議員からお話のありまし

た沼川排水機場につきましては、国土交通省東

北地方整備局山形河川国道事務所が管理し、本

市が操作及び点検整備の業務を受託している施

設であります。地元日田地区の推薦により２名

の操作員を採用し、隔日勤務にて業務に当たっ

ていただいているところです。有事に備えまし

て、操作員による月に一、二回の点検を行って

いるほか、山形河川国道事務所直轄で年１回、

定期点検を行っています。 

  しかしながら、議員御指摘のとおり、設置か

ら約50年経過しているこちらの施設につきまし

ては、本市にとって大変重要な施設であるため、

適切な管理運用はもとより更新についても要望

してまいりたいと考えているところです。 

  本市におきましては、雨水による内水被害や

洪水被害の減災対策として、本市を取り囲む最

上川、寒河江川のほか、今年度追加された県が

管理する中小河川の新たな洪水浸水想定区域を

反映しまして、来年度、防災マップを更新し、

お住まいの地域の災害リスクをあらかじめ認識

し、御家庭での防災意識を高め、いざというと

きに適切に避難できるよう整えてまいりたいと

考えております。また、土砂災害により孤立集

落となるおそれのある田代地区に対しまして、

新たに備蓄品として食料品などを配備したいと

考えております。さらに、来年度、策定されま

す立地適正化計画においては、防災マップの洪

水浸水想定区域も考慮し、防災・減災の視点に

よる災害に強いまちづくりを進めてまいる所存

であります。 

○柏倉信一議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 ありがとうございます。ただい

ま市長から防災マップを設置して対応していく、

また、田代地区にも食料品等を準備しておくと

いう話でありました。今、どうしても山のほう

になりますと山崩れ等による被害が非常に大き

くなっております。山崩れなんかになりますと

地域全体が持っていかれる可能性もあるという

ことで、ぜひ起きる前に整備ということで考え

ていただければ大変ありがたいと思います。 

  今現在、私の住む日田地区の村山橋近くなん

ですが、最上川の氾濫の被害を防ぐということ

で、県・市などと連携して河道掘削、そして堤

防整備、分水路整備、遊水地改良などを実施し

ているようでありますが、令和２年度から令和

11年度までの10年間、最上川緊急治水対策プロ

ジェクトという看板が立ててありまして、最上

川の整備が今行われているようであります。ち

ょうど内川の排水機場から北側のほうを見ます

と、きれいに雑木が整備されている状況であり

ます。見ていると地域の方から、これから何す

んのやとよく言われるんですが、よく分からな

かったので本当は12月のときに一般質問しよう

と思ったんですが、なかなか思うようにいかず

に今回になってしまいましたが、その点はよろ

しくお願いしたいと思います。 

  先ほどちょっと触れましたが、本市も土砂崩

れや内水被害を防ぐ沼川排水機場も含めて防災

対策に力を入れて、齋藤市長は市民の安心・安

全なまちづくりに頑張っているんだという市政

をお願いしたいと思います。 

  減災対策につきましての質問は、これで終わ

らせていただきます。 

  20番、中学校跡地の利活用について伺います。 
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  寒河江市立新中学校整備地に鷹の巣地区が最

有力地として挙がりました。陵南学区の生徒数

が増えている状況から見ても妥当な選択肢と思

います。寒河江高校グラウンドを含む西側12万

2,483.7平米、約１町２反歩ぐらいかと思いま

すが、最有力地となりましたが、まずは用地買

収がスムーズに進むことを祈りたいと思ってい

ます。 

  寒河江市新中学校建設は令和９年に始まり、

11年度には新校舎での新中学校のスタートにな

りますが、現在ある陵南中学校、陵東中学校、

陵西中学校の敷地はそのまま残ることになりま

すが、まちづくりの観点から３校の利活用につ

いて市長の見解を伺いたいと思います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 中学校跡地の利活用について御

質問をいただきました。 

  統合により新たな中学校が整備された際には、

３つの中学校の校舎敷地が空くことになります

ので、これらをどう利活用するかについては、

将来のまちづくりを考える上で重要な課題であ

ると認識しております。 

  まず、現在示されている新病院の基本構想案

において、この３つの中学校の敷地がいずれも

候補地として挙げられております。 

  また、現在の西村山広域行政事務組合消防本

部の建物が老朽化していること、救急指令を管

理するシステムの更新を早急にする必要がある

ことなどから、遅くとも令和11年頃までには建

て替え更新を進める必要があり、新たな建設用

地を早期に求めることとされております。その

建て替えの場所としても中学校敷地の利活用が

望ましいのではないかと考えております。 

  また、現在、次期振興計画及び都市計画マス

タープランなどの策定に向けて地域ワークショ

ップを開催しておりますが、その議論の中にお

いて、地域におけるコミュニティーの拠点に対

する要望・意見なども見受けられることから、

中学校校舎敷地の活用可能性も含めまして考え

てまいりたいと思っております。 

○柏倉信一議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 ありがとうございます。今、跡

地には、西村山の消防本部を令和11年頃まで建

てたいという話がありましたが、さすがに消防

も利便性の高いところに建ててもらうのが非常

にいいのかと思いますので、よろしくお願いし

たいと思います。 

  また、本市の公共施設も大分老朽化しており

まして、大体がもう更新の時期に入っていると

いうことでありますので、十二分に御検討して

いただくことが必要なのかと思っています。 

  また、西根小学校と三泉小学校が統合して陵

東中学校跡地に建てるという計画がありました

が、新病院の候補地の一つに挙げられておりま

すので、現在、白紙状態になっております。ま

た、その場合には、地域の皆さんが納得できる

場所への建設をお願いするとともに、市民の皆

さんが納得できる説明をしていただけるように

お願いして、この中学校の跡地問題について質

問を終わらせていただきます。 

  続いて、県立河北病院と市立病院の統合再編

による新病院の用地選定の方向性について伺い

ます。 

  西村山地区医療提供体制の再構築を図るため、

県立河北病院と寒河江市立病院を統合再編し、

地域の中核的な役割を果たすことができる新た

な病院を整備することを目的とし、令和４年か

ら１市４町会議が始まり、令和６年５月に統合

再編・新病院について協議会を設置し、検討さ

れてまいりました。統合した病院の建設に向け

て協議も進み、寒河江市６か所、河北町１か所

が候補地として挙がっています。施設規模や立

地は西村山地区県市有地を利用し、診療エリア

やまちづくりを重視し、2025年度の早い時点で

場所選定を進めるとしています。 

  市長は陵東中学校跡地を推奨しておりますが、
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陵東中学校も候補地として挙がっています。交

通の利便性、防災性、環境を含め、立地的には、

私は最高だと思っています。そして、西村山１

市４町の中核として寒河江市に新病院を建設し

ていくべきと考えておりますが、市長の見解を

伺います。 

○柏倉信一議長 齋藤市長。 

○齋藤真朗市長 新病院の用地選定につきまして

は、現在示されている令和13年中の開院という

スケジュールからすると、令和11年中には建設

に着工できる場所を選定することが必要となっ

てきます。新病院の基本構想案で７か所の候補

地に含められる３つの中学校敷地を活用できる

よう、先般、教育委員会に対し、新中学校整備

のスケジュールの見直しを要請したところであ

ります。先ほど渡邉議員からの御質問にもお答

えしたとおりでございますが、７か所の候補地

のうち寒河江市内の公有地で面積的に要件を満

たすのは、３つの中学校敷地であります。基本

構想の決定後、評価基準により候補地が絞り込

まれてまいりますが、選定に当たっては、新病

院の整備が円滑に進むこと、西村山地域を診療

圏域とした場合のアクセス性、さらには本市の

まちづくりといった視点も反映されますよう、

寒河江市長として臨んでまいりたいと考えてお

ります。 

  付け加えて申し上げれば、新病院は西村山地

域の患者人口を最大限にカバーすべきでありま

すので、その立地は最も人口が集積する寒河江

市内であって、加えて、河北、西川、大江、朝

日の４町からより多くの患者人口がアクセスし

やすい場所に選定されることが、これまで寒河

江市として責任を持って市民の皆さんに医療を

提供してきた経緯を踏まえましても、最も適当

であると私は考えます。 

○柏倉信一議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 ありがとうございます。西村山

地区の統合した病院は、令和13年に開院すると

いうことでありました。北村山病院も令和12年

ですか、一応開院するということで、向こうの

問題は向こうに任せて十分なのかと思っていま

すのでお願いしたいと思います。 

  そして、市長から、寒河江地区の今６か所あ

る地域から３か所の中学校の跡地を利用したい

という話がありました。３か所に絞られたとい

うのは非常に大きい前進なのかと思っています

ので、大変うれしく思います。その中で、先ほ

ど陵東中学校の面積の話もありましたが、陵東

中学校の敷地面積は３万653平米、そして、建

設をしようとしている統合病院は約２万7,000

平米という規模でありますので、そういう面で

は、陵東中学校跡地がいいのでないかと私は思

っているところであります。 

  これから新病院をつくるということは、西村

山地区一帯の患者さんを一手に引き受けて、そ

して交通の利便性などを考えると、どうしても

道路のいいところに建てる必要があるのかと思

います。 

  それから、市長は今回新しくなられて、自分

が一番最初に掲げた仕事に関する要望だったの

かと思いますので、あくまでも私としてはです

が、陵東中学校が一番適地なのかと思っており

ますので、ぜひ頑張っていただけるようにお願

い申し上げまして、私の質問をこれで終わらせ

ていただきたいと思います。ありがとうござい

ました。 

 

荒木春吉議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号21番、22番について、

15番荒木春吉議員。 

○荒木春吉議員 壮風会の荒木です。 

  通告21、22番について質問をしますので、選

挙管理委員長と佐藤教育長の答弁、よろしくお

願いいたします。 

  バレンタイン前日の先月13日木曜日の日本経
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済新聞社説の見出しは「選挙実務のデジタル化

を探れ」だった。趣旨は以下のとおり。大阪府

四條畷市は昨年12月市長選で電子投票を実施、

開票時間は２時間かかっていたのが半分の１時

間で終了、作業人員は88人から３分の１以下の

27人で済んだ。職員の労働改善と歳出抑制から

大歓迎。もう一つは鳥取県の挑戦、人口減少に

悩んでいる地方においては、投票所減少と投票

率低下が顕著、立会人不足解消を総務省に掛け

合って、１人はオンライン可能と相なった。選

挙の公正さと投票機会確保を両立させる不断の

改善をと結論づけていた。 

  去年は衆議院選と本市市長選、今冬の知事選

と、夏には参議院選挙が予定されています。本

市における選挙実務のデジタル化について、基

本的な考え方を伺います。 

○柏倉信一議長 髙橋選挙管理委員長。 

○髙橋達也選挙管理委員会委員長 ただいま議員

より選挙実務におけるデジタル化について御紹

介がありましたが、まず、電子投票について触

れさせていただきますが、従来行われておりま

す投票用紙への記入の代わりに電子タブレット

で候補者を選択し、投票を行う方法になります。

この方法は、平成14年の特例法により、自治体

が条例を制定すれば、地方選挙に限り実施でき

ることとされております。 

  電子投票の実施状況についてですが、総務省

によりますと、平成28年まで全国で10の自治体、

25回の地方選挙で実施されております。しかし、

機器の不具合により選挙が無効となるなどのト

ラブルによりしばらく実施されておりませんで

したが、昨年、８年ぶりに先ほど御紹介があり

ました大阪府四條畷市で実施されたようであり

ます。 

  この電子投票の導入によるメリットとしては、

疑問票や無効票がなくなり有権者の意思を明確

にすることができることや、議員おっしゃると

おり、開票事務に関する人員と時間を大幅に減

らすことができることにより従事者の負担軽減

と人件費の削減などが期待できます。 

  その一方で、まだまだ課題も多く残されてい

るようです。まず、実施には、システム導入費

など多額の費用が必要な上に、国の財政的措置

が小さいため市の負担が大きいこと、さらに、

投票はタブレットで幾つかの手順を踏んでの操

作になるため、電子機器の操作に不慣れな人に

対応するため、現在よりも追加の人員配置が必

要になってしまうことなどが挙げられます。そ

のため全体としての費用は、大幅に増加してし

まうことが想定されます。また、電子投票の実

施は地方選挙のみで国政選挙では認められてい

ないことも普及につながり難いものと考えてお

ります。 

  さらに、この方法による投票率の向上につい

てですが、投票所に足を運ぶ必要があるという

点では同じであるため、残念ながら効果を望む

のは難しいようであり、以上のような状況を踏

まえますと、導入にはしばらく時間を要するも

のと考えております。 

  次に、オンラインによる立会人業務について

ですが、立会人の高齢化と負担軽減の手段とし

て有効と認識しておりますが、こちらも実施す

るための通信環境の整備や、これに係る費用等

が課題であると考えております。このように、

選挙全般におけるデジタル化について思うよう

に進んでいない背景には、個々の自治体による

課題解決が難しいという理由があることから、

導入には、国による統一的な法改正と財政措置

が必要であると考えております。 

  投票率向上と投票しやすい環境づくり、併せ

て疑問票・無効票の解消という観点からもデジ

タル化の導入は重要であり、今後も動向を注視

してまいりたいと考えております。 

○柏倉信一議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 答弁ありがとうございました。

電子投票は簡単でいいと思うんですけれども、
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何しろ金がかかるということなのでなかなか難

しいのかと思います。でも、鳥取県のように総

務省というか国に掛け合って法令というか条例

を変えたという例があるように、小さなできる

ところから国の役人の頭を変えていくというこ

とも必要なのかと私は思っています。２年後に

市議会議員選挙があるわけですが、それまでに

間に合うかどうかは知りませんが、金もかかる

ことですし、なかなか難しいのかなと思ってい

ますが、小さな可能性を探って頑張っていただ

きたいと思っています。 

  次に、通告22番の市立図書館の充実活性化策

について伺います。 

  図書館も開館して34年がたち、来年度はハー

ド面の改善に取り組もうとしています。建物に

15億円もかけたのだからソフト面にもぜひ、ウ

ン億円と言わずともそのぐらいの気概・気迫を

持っていただきたいものです。世の中、ＳＮＳ、

ＤＸ、ＩＣＴ教育、生成ＡＩと先進科学技術文

明が隆盛を極めていますが、公共図書館と本屋

のない自治体が256町村あるというのも現実で

あります。本市は、公共図書館があるからこそ

恵まれていることを肝に銘じるべきだと思う。

中身の充実こそが大切であります。 

  まず、（１）令和６年度の市立図書館の利用

状況について伺います。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 今年度の利用状況について

でございますが、２月末日時点で入館者数が８

万6,182名、貸出者数が３万248名、貸出冊数が

13万4,865冊となっております。参考までに令

和５年度は、２月末時点で入館者数は８万

3,554名、貸出者数は３万890名、貸出冊数は13

万5,534冊でした。昨年度に比べまして入館者

数は増加、貸出者数、貸出冊数は若干の減とな

っておりますが、今年度は指定管理者制度導入

に伴う臨時休館等があり、昨年度に比べ５日ほ

ど開館日数が減っております。貸出者数、貸出

冊数を開館日の１日当たりに換算してみますと、

貸出者数は令和５年度103名、令和６年度は102

名、貸出冊数は令和５年度450冊、令和６年度

は455冊と、今年度も昨年度と同程度となって

いる状況でございます。 

○柏倉信一議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 それでは、（２）公共空間たる

べき市立図書館の整備状況について伺います。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 図書館の整備状況について

お答えいたします。 

  今年度の図書等の購入冊数につきましては、

先ほどと同じく２月末時点となりますが、一般

書が2,449冊、児童書が1,092冊、雑誌が723冊、

視聴覚資料等が18点となっており、現在の蔵書

数は、一般書が10万6,333冊、児童書が３万

5,420冊、雑誌が 2,401冊、視聴覚資料等が

2,852点の合計14万7,006点となっております。

参考までに令和５年度については、３月末の集

計で図書等の購入冊数は、一般書が2,926冊、

児童書が1,119冊、雑誌が824冊、視聴覚資料が

24点でした。蔵書数は、同じく令和５年度３月

末で一般書が10万8,428冊、児童図書が３万

3,102冊、雑誌が3,395冊、視聴覚資料が2,754

点で、合計が14万7,679点となっておりました。 

  その他、御来館された皆様に快適に利用して

いただくために、開架室については、児童書

コーナーのソファーやおはなし室の床の補修を

行いました。また、駐車場のアスファルト舗装

の補修等も行いまして建物内外の環境整備に努

めております。 

○柏倉信一議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 最後に、指定管理者制度導入元

年の成果について伺います。 

○柏倉信一議長 佐藤教育長。 

○佐藤志津男教育長 指定管理者制度を導入して

の成果ということについてでございますが、市

立図書館は令和６年４月から本制度を導入し、
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株式会社図書館流通センターが指定管理者とな

っています。指定管理者の管理となってからは、

月に１回の定期打合せのほか、必要があれば随

時打合せを行いまして連絡を密にし、お互いに

そごがないように留意しながら運営を行ってい

ます。 

  指定管理者による管理に移行してからは、

ハード面では、図書館からのお知らせなどを掲

示するデジタルサイネージを導入し、活用して

います。また、指定管理者側からの提案事業と

して軽自動車の移動図書館ＬｉＢＯＯＮも導入

しました。４月にお披露目式を行い、その後は

ＣＬＡＡＰＩＮ ＳＡＧＡＥに毎月第３土曜日

に定期運行するとともに、市内で開催されるイ

ベントなどに出向き、市民の皆様が本に触れる

機会を積極的に創出しております。 

  ほかには、指定管理者制度に移行する際に、

これまで市立図書館で行ってきた読書普及に関

わる事業の継続をお願いしております。例えば

さがえ図書館まつりの最終日の12月８日には、

「朗読と音楽と珈琲と」と題しまして、朗読家

ｗｉｓさんの朗読と音楽、コーヒーを楽しんで

いただきました。 

  １月19日には、童話作家の深山さくらさんを

お迎えし、「山形でみつけた題材とえほんのお

はなし」と題し、読み聞かせ、講演会を開催し

ました。 

  また、東北芸術工科大学とのコラボレーショ

ン企画で、２月16日には「プロが教えるマンガ

講座」を開催しました。東北芸術工科大学文芸

学科准教授のナカタニＤ．先生を講師とし、参

加者には、実際に漫画やイラストを描いてもら

って学ぶことができました。 

  いずれの事業も大変盛況であり、指定管理者

も意欲的に事業を行っているところです。 

  ほかにも季節やイベントに合わせたテーマを

設定し、関連する資料を集めて展示するブック

テーマコーナーを設置し、利用者へ新たな本と

の出会いを演出し、本を読んでみたいと思わせ

る工夫を行っています。 

  今後に向けましては、ＬｉＢＯＯＮのさらな

る活用とともに、新たな提案事業として図書館

見学とお仕事体験や工作教室、ぬいぐるみのお

泊まり会などを検討しているようです。これま

での図書館らしい事業のみにとどまらず発展的

な事業を展開することで、図書館に来館する機

会の創出を図っていくとのことです。このよう

に継続でお願いした事業をしっかり継続発展さ

せるとともに、民間の持つノウハウを発揮し、

移動図書館ＬｉＢＯＯＮ等の新たな自主事業も

行われ、指定管理者制度導入の狙いに沿った事

業展開が行われています。今後とも指定管理者

との連絡を密に取りながら、共によりよい図書

館にしていくため努力していきたいと考えてお

ります。 

○柏倉信一議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 先月の日経新聞の土曜版、日曜

版、県立図書館のことを言ってはうまくないん

だかもしんないけれども、石川県の県立図書館

は日本一の来館者数が何と102万人、近々、朝

日の地方版に載った山形県の来館者数は、この

４分の１のたしか25万人ぐらいだったと思いま

す。図書館というのは人が来ればいいというも

のではありませんが、いろんな仕掛けをしてや

っているんだなと私は感じました。建物に15億

円かけたということなので、まだ中身のソフト

には３億円ぐらいしかかかっていないんですよ

ね。ぜひ建物と同じような額をかけるまで頑張

っていただきたいと思っています。 

  もう一つ、市報と一緒に、2025年３月、愛さ

ぽーとという中身を見てみたらすごくいいこと

が載っていると思って私は感心したんですが、

今回は多田文庫の多田さん御夫妻が紹介されて

いるんです。多田さんは私の隣の若葉町に住ん

でいる方ですけれども、この中にいろんなラジ

オ体操から何から紹介してあるんですが、すご
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いことが書いてあったので紹介したいと思って

います。 

  「多田さんの暮らし 高齢者の健康法の実践

者「一読・十笑・百吸・千字・万歩」」と書い

てあるんです。我が寒河江市立図書館は一読す

る箇所としていい場所だと私は思っているんで

すが、ぜひ利用していただきたいと思います。 

  今回の３月の質問で私が一番たまげたという

のは、小学１年生の不登校児童が何名かいると

いうことなんです。あれには私もびっくりしま

して、不登校というのは学校に行ってからやん

だくなるのが普通だと思うんですが、１年生っ

てまだ学校に行ったか行かないかですよね。こ

れはどういう対処をしたらいいかと頭が混乱し

てしまう。ぜひ図書館に行って絵本でも眺めて

いただくと、攻撃性というか多動がより少なく

なるんではないかと私はひそかに思っているん

ですが、ぜひそういう面でも利用していただき

たいと思います。 

  ヒアリングでいろいろお話ししたんですが、

いろいろ紹介したい作者がいるんですが、あん

まり難しいことを言うとあれなので、図書館と

いうのは何も本を読むだけじゃなくて音楽を聴

いたりもできますし、あと、畳の部屋で寝転ぶ

だけでも私は気分的に違うのかと思っています

ので、ぜひ不登校生が減ることを願って私の質

問を終わります。 

 

   散    会    午後１時４７分 

 

○柏倉信一議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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